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徂
徠
学
派
文
士
と
朝
鮮
通
信
使

　
　
　
　
　
　

─｢

古
文
辞
学｣

の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
─

　

藍　
　

弘
岳

は
じ
め
に

　

荻
生
徂
徠
（
一
六
六
六
─
一
七
二
八
）
の
「
古
文
辞
学（

（
（

」
は
、
常
に
文
学
と
い
う
私
的
空
間
の
学
問
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
、

「
古
文
辞
学
」
は
外
交
と
い
う
公
的
空
間
の
実
践
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
も
と
も
と
、
漢
文
脈
に
お
け
る
﹁
文
学
﹂
に
は
、
政
治
に
関
わ
ろ
う

と
す
る
士
人
意
識
へ
の
志
向
が
内
包
さ
れ
て
い
る（

（
（

。﹁
古
文
辞
学
﹂
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
漢

文
脈
に
お
け
る
「
文
学
」
の
伝
統
か
ら
、
従
来
よ
く
検
討
さ
れ
て
き
た
服
部
南
郭
（
一
六
八
三
─
一
七
五
九
）
の
詩
文
よ
り
も
、
山
県
周
南
（
一

六
八
七
─
一
七
五
二
）、
木
下
蘭
皐
（
一
六
八
一
─
一
七
五
二
）、
太
宰
春
台
（
一
六
八
〇
─
一
七
四
七
）、
山
根
華
陽
（
一
六
九
七
─
一
七
七

二
）、
小
田
村
鄜
山
（
一
七
〇
三
─
一
七
六
六
）、
松
崎
観
海
（
一
七
二
五
─
一
七
七
五
）、
滝
鶴
台
（
一
七
〇
九
─
一
七
七
三
）
ら
と
、
第
八
回

か
ら
第
十
一
回
ま
で
の
朝
鮮
通
信
使
と
の
筆
談
・
唱
和
を
検
討
す
る
。

　

山
県
周
南
が
正
徳
年
間
（
一
七
一
一
─
一
七
一
六
）
に
來
日
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
書
記
官
た
る
南
泛
叟
を
相
手
に
詠
ん
だ
詩
に
は
、「
芙
蓉
積

雪
千
秋
白
、
自
是
名
山
堪
託
負
（
（
（

」
と
あ
る
。
こ
の
詩
句
は
王
世
貞
（
一
五
二
六
─
一
五
九
〇
）
が
李
攀
龍
（
一
五
一
四
─
一
五
七
〇
）
の
漢
詩
を
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「
峨
眉
積
雪
」、
或
い
は
「
白
雪（

（
（

」
に
讃
え
た
表
現
を
模
倣
し
な
が
ら
、「
峨
眉
」
を
「
芙
蓉
」
に
取
り
替
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
句
で

あ
る（

（
（

。
こ
の
漢
詩
に
お
い
て
は
、
荻
生
徂
徠
の
こ
と
は
、
直
接
に
日
本
一
の
名
山
た
る
富
士
山
に
比
擬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徂
徠
が
使
う
印
鑑

の
一
つ
は
﹁
芙
蓉
白
雪
﹂
で
も
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
徂
徠
が
愛
用
す
る
詩
語
で
あ
っ
た（

（
（

。
こ
う
し
た
「
芙
蓉
白
雪
」「
芙
蓉
積
雪
」
な
ど
の
詩

句
は
、
模
倣
の
技
法
と
格
調
の
詩
風
を
重
ん
じ
る
「
古
文
辞
学
」
の
特
徴
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
の
で
、
徂
徠
と
そ
の
弟
子
た
ち
に
愛
用
さ
れ
て

い
る（

（
（

。
し
か
し
、
な
ぜ
彼
ら
は
そ
の
「
党（

（
（

」
の
「
文
士
（
（（
（

」
の
詩
文
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
こ
の
問
題
は
彼
ら
の
文

学
観
に
関
わ
る
ほ
か
、
十
七
、
十
八
世
紀
東
ア
ジ
ア
漢
文
圏
に
お
け
る
政
治
と
文
化
の
情
況
の
変
化
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
先
王
同
文
の
治
」（
太
宰
春
台
の
語
、
後
述
）
と
い
う
伝
統
を
共
有
す
る
漢
文
圏
に
お
い
て
は
、
中
国
は
長
い
間
、「
文
学
」（「
文
」）

の
中
心
と
し
て
、
絶
え
ず
「
文
」
を
そ
の
周
辺
に
伝
播
し
て
い
く
。
然
る
に
、
十
七
世
紀
前
期
の
「
華
夷
変
態
」
が
起
こ
っ
た
後
、
日
本
で
は
、

「
文
」
の
中
心
は
す
で
に
転
移
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
主
張
が
出
て
き
た
。
徂
徠
は
そ
の
一
人
で
あ
る（

（（
（

。
確
か
に
、
荻
生
徂
徠
を
は
じ
め
と
し
た
徂

徠
学
派
文
士
は
日
本
文
運
の
発
展
に
対
し
て
、
重
要
な
貢
献
を
し
て
い
た
。
後
述
の
よ
う
に
、
十
一
回
目
の
朝
鮮
通
信
使
も
そ
れ
を
認
め
て
い

る
（
（（
（

。
し
か
し
、
東
ア
ジ
ア
漢
文
学
史
に
お
い
て
は
、
徂
徠
学
派
の
文
学
が
一
席
を
占
め
て
い
る
の
は
、
や
は
り
そ
の
明
代
古
文
辞
派
と
の
関
連
で

展
開
さ
れ
た
「
古
文
辞
学
」
か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
関
連
で
、
徂
徠
に
は
日
本
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
「
文
」
の
中

心
に
な
ろ
う
と
い
う
意
識
が
芽
生
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
同
じ
く
十
八
世
紀
前
期
に
生
き
て
い
た
東
ア
ジ
ア
の
文
士
た
る
申
維
翰
（
一
六
八
一
─
？
）
も
朝
鮮
人
が
「
孔
孟
」
と
「
洛
閩
」
の
教

え
を
継
承
す
る
も
の
と
い
う
小
中
華
意
識
を
明
確
に
持
っ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
十
八
世
紀
前
期
の
日
本
と
朝
鮮
の
文
士
に
と
っ
て
、
夷
狄
に

統
治
さ
れ
て
い
る
清
朝
中
国
と
比
べ
れ
ば
、
日
本
或
い
は
朝
鮮
こ
そ
、
漢
文
圏
の
中
心
（「
華
」「
文
」、
孔
孟
の
教
え
の
継
承
者
）
た
る
べ
き
で

あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
が
真
の
継
承
者
に
な
れ
る
の
か
。
そ
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
は
外
交
の
た
め
の
詩
文
交
流
に
現
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
著
作
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
朝
鮮
か
ら
見
れ
ば
、
徳
川
日
本
の
情
況
は
、
申
維
翰
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
文
」
の
能
力
は
直
接
に
功
名
な
ど
に
は
関
係
し
て
い
な
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い
（
（（
（

。
だ
か
ら
、
徳
川
儒
者
が
そ
の
「
文
」
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
場
は
、
教
育
の
ほ
か
に
、
外
交
し
か
な
い
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い（

（（
（

。
と
い
う

の
も
、
十
八
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
漢
文
圏
に
お
い
て
は
、
漢
文
は
言
語
の
差
異
を
超
え
て
、
諸
地
域
の
人
間
が
お
互
い
に
意
思
疎
通
が
で
き
る
唯
一

の
手
段
と
言
え
よ
う
。
荻
生
徂
徠
も
、
現
在
、
文
士
の
文
学
的
才
能
が
発
揮
で
き
る
場
は
「
外
交
」
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る（

（（
（

。
し
か
も
、
彼
か

ら
見
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
外
交
相
手
は
ま
さ
に
朝
鮮
で
あ
る（

（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
に
、 

朝
鮮
通
信
使
を
接
待
し
て
、
彼
ら
と
筆

談
、
唱
和
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
徳
川
儒
者
に
と
っ
て
、
重
要
な
仕
事
に
な
っ
て
い
る
。
朝
鮮
通
信
使
に
よ
っ
て
そ
の
詩
文
が
評
価
さ
れ
た
こ
と

も
ま
た
、
大
部
分
の
儒
者
に
と
っ
て
、
う
れ
し
い
こ
と
だ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
例
え
ば
、
申
維
翰
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
「
中
華
」
と
「
絶

遠
」
し
な
が
ら
も
「
精
華
の
地
」
に
生
長
し
て
、「
文
字
の
貴
ぶ
べ
き
」
こ
と
を
知
る
同
文
化
圏
で
あ
る
故
に
、﹁
我
国
詩
文
﹂
を
求
め
る
﹁
日

本
」
人
は
、﹁
貴
賎
賢
愚
﹂
の
関
係
な
く
、
わ
れ
わ
れ
を
「
神
仙
の
如
く
﹂
仰
ぎ
、
わ
れ
わ
れ
が
作
っ
た
詩
文
を
﹁
珠
玉
」
の
よ
う
に
大
事
し
て

い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
文
士
は
必
ず
し
も
、
皆
が
通
信
使
を
「
神
仙
の
如
く
」
仰
ぐ
の
で
は
な
か
っ
た
。
反
対
に
、
彼

ら
は
詩
賦
外
交
と
い
う
伝
統
を
有
す
る
漢
文
圏
に
お
い
て
、
外
国
か
ら
来
た
使
節
と
対
等
に
交
流
な
い
し
競
争
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
特
に
、
荻

生
徂
徠
を
初
め
と
し
た
徂
徠
学
派
文
士
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
望
ん
で
い
た
。
山
県
周
南
に
言
わ
せ
れ
ば
、
秦
漢
以
前
の
士
大
夫
の
よ
う
に
、「
使
」

（
外
交
使
者
）
は
「
士
の
専
務
」
で
あ
る
（
19
）。
擬
古
主
義
の
関
連
か
ら
い
う
と
、
彼
ら
は
中
国
春
秋
戦
国
時
代
の
外
交
使
節
、
或
い
は
唐
で
活

躍
し
て
い
た
遣
唐
使
に
演
じ
ら
れ
る
舞
台
を
求
め
て
い
る
。
だ
が
、
擬
古
は
単
な
る
創
作
意
識
に
関
わ
る
演
技
で
は
な
く
、
現
実
の
政
治
に
関
わ

る
行
動
に
な
る
場
合
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
、
拙
稿
は
従
来
の
通
信
使
研
究
が
重
ん
じ
る
善
鄰
と
友
好
と
い
う
「
和
」
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
詩
文
に
よ
る
競
爭
の
面
を
も
重

視
す
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
、
徂
徠
学
派
の
文
士
は
﹁
古
文
辞
学
﹂
の
立
場
か
ら
、
第
八
次
（
辛
卯
、
一
七
一
一
）
か
ら
第
十
一
次
（
甲
申
、

一
七
六
四
）
の
朝
鮮
通
信
使
と
ど
の
よ
う
に
筆
談
と
漢
詩
文
の
唱
和
を
し
て
い
た
か
、
特
に
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
詩
文
の
批
評
、
学
問
の
議
論
を

行
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
、
東
ア
ジ
ア
漢
文
学
に
お
け
る
「
古
文
辞
学
」
の
展
開
、
及
び
徂
徠
学
派
文

士
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
交
流
行
動
が
持
つ
意
味
を
考
え
る
（
20
）。
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一
　
徂
徠
学
派
文
士
と
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使

─
『
問
槎
畸
賞
』
を
め
ぐ
っ
て

　

荻
生
徂
徠
の
生
涯
に
は
、
三
度
の
朝
鮮
通
信
使
の
来
聘
が
あ
っ
た
。
一
回
目
は
天
和
二
年
（
壬
戌
、
一
六
八
二
）、
二
回
目
は
正
徳
元
年
（
辛

卯
、
一
七
一
一
）、
三
回
目
は
享
保
四
年
（
己
亥
、
一
七
一
九
）
で
あ
る
。
天
和
度
朝
鮮
通
信
使
（
一
六
八
二
）
は
五
代
將
軍
徳
川
綱
吉
の
襲
職

を
祝
賀
す
る
た
め
に
来
た
の
で
、
今
回
の
使
節
と
詩
の
唱
和
を
し
た
日
本
の
文
士
は
林
家
儒
者
以
外
、
木
下
順
庵
と
そ
の
門
下
生
（
以
下
、「
木

門
文
士
」
と
略
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
荻
生
徂
徠
は
南
総
に
流
放
さ
れ
て
い
る
の
で
、
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
徂
徠
が
最
初
に
通
信
使
の
行
列
の
見
物
を
し
た
の
は
正
徳
元
年
、
家
宣
襲
封
祝
賀
の
た
め
に
来
日
し
た
正
徳
度
通
信
使
で

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
彼
は
「
古
文
辞
学
」
を
唱
え
始
め
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
通
信
使
た
ち
と
の
漢
詩
文
の
応
酬
に
は
行
か
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
は
、﹁
輦
上
君
子
﹂（
新
井
白
石
）
の
命
令
で
﹁
陪
臣
処
士
﹂
が
勝
手
に
朝
鮮
通
信
使
に
会
っ
て
漢
詩
文
の
や
り
取
り
を
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（（
（

。
実
際
、
そ
の
時
、
木
門
の
新
井
白
石
は
す
で
に
政
治
の
実
権
を
握
り
、
朝
鮮
通
信
使
関
係
の
業
務
を
主

導
し
て
い
る
。
し
か
も
、
彼
は
後
に
、
中
後
期
の
通
信
使
に
も
っ
と
も
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
日
本
文
士
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
徂
徠
門
下
の

萩
藩
の
藩
士
た
る
山
県
周
南
と
そ
の
友
人
た
る
入
江
若
水
な
ど
は
、
正
徳
元
年
来
聘
の
通
信
使
と
直
接
に
漢
詩
文
の
応
酬
を
し
て
い
た
。
徂
徠
は

こ
れ
ら
の
周
り
の
友
人
と
弟
子
た
ち
か
ら
あ
る
程
度
そ
の
情
況
を
把
握
し
て
い
た（

（（
（

。

　

実
際
、
正
徳
元
年
来
聘
の
朝
鮮
通
信
使
節
団
と
日
本
文
士
と
の
間
に
は
盛
ん
に
筆
談
と
唱
和
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
、
多
く
の
筆
談
唱
和
集
が

編
纂
、
出
版
さ
れ
た
。
し
か
し
、
仁
斎
学
派
に
属
す
る
瀬
尾
維
賢
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
雞
林
唱
和
集
』
に
は
、
一
部
の
山
県
周
南
の
詩
以

外
、
安
藤
東
野
な
ど
徂
徠
学
派
の
唱
和
詩
は
全
部
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
徂
徠
一
門
に
は
不
快
に
感
じ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
続
編
『
七
家

唱
和
集
』
に
も
、
木
下
順
庵
の
門
生
の
詩
だ
け
が
収
録
さ
れ
た（

（（
（

。
だ
か
ら
、
正
徳
二
年
、
徂
徠
の
門
人
に
よ
っ
て
『
問
槎
畸
賞
』
と
『
廣
陵
問
槎

録
』
が
編
纂
さ
れ
、
出
版
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
専
ら
徂
徠
学
派
文
士
及
び
そ
の
周
辺
詩
人
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
筆
談
と
唱
和
詩
が
収
録
さ
れ
て
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い
る
。
こ
の
節
で
は
、
主
と
し
て
『
問
槎
畸
賞
』
を
材
料
に
し
て
、
徂
徠
学
派
文
士
と
通
信
使
と
の
詩
文
に
お
け
る
交
流
と
競
爭
を
検
討
す
る
。

　
『
問
槎
畸
賞
』
は
そ
の
書
名
の
如
く
、
主
と
し
て
『
荘
子
』「
徳
充
符
篇
」
に
お
け
る
「
支
離
疏
」「
哀
駘
它
」
な
ど
の
畸
形
の
イ
メ
ー
ジ
で
通

信
使
詩
文
の
醜
さ
を
喩
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
間
の
注
意
を
惹
き
、
徂
徠
一
門
の
知
名
度
を
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
ま
ず
、
徂
徠
は

入
江
若
水
の
書
信
か
ら
、
長
州
の
赤
間
関
に
お
い
て
、
朝
鮮
通
信
使
と
山
県
周
南
と
の
詩
文
應
酬
が
雨
森
芳
洲
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
で
、
徂
徠
が
周
南
に
宛
て
た
書
信
（「
與
県
次
公
4
」）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
雨
森
芳
洲
は
周
南
の
詩
を
批
評
す
る
資
格
が
な
い
と
思
い
な
が
ら

も
、
そ
の
弟
子
の
詩
が
「
海
西
無
双
」
と
褒
め
ら
れ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
る（

（（
（

。
徂
徠
は
周
南
の
詩
に
つ
い
て
、
王
維
と
李
白
に
も
評
さ

れ
た
「
晁
卿
」（
阿
部
仲
麻
呂
）
が
作
っ
た
よ
う
な
「
芙
蓉
白
雪
」
の
色
を
持
つ
詩
に
喩
え
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
表
現
を
「
赤
関
の
捷
」
と

も
評
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、「
與
県
次
公
4
」
を
書
い
た
同
年
に
、
徂
徠
は
周
南
に
一
首
の
漢
詩
を
送
り
、「
一
歌
白
雪
動
高
秋
、
槎
客
如
雲
不
敢

酬
」
と
詠
え
、「
白
雪
」
と
い
う
詩
語
を
再
び
登
場
さ
せ
て
、
周
南
の
高
雅
的
な
詩
句
が
朝
鮮
通
信
使
の
詩
よ
り
優
れ
て
い
る
と
、
形
容
し
て
い

る
（
（（
（

。
ほ
か
の
書
信
に
於
い
て
も
、
周
南
が
作
っ
た
漢
詩
は
盛
唐
詩
と
区
別
で
き
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
と
、
称
讃
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
徂

徠
か
ら
見
れ
ば
、『
問
槎
畸
賞
』
に
収
録
さ
れ
た
徂
徠
学
派
文
士
の
詩
は
「
芙
蓉
白
雪
の
色
」
を
持
ち
、
阿
倍
仲
麻
呂
が
作
っ
た
詩
と
比
べ
て

も
、
少
し
も
遜
色
が
な
い（

（（
（

。

　

一
方
、
彼
は
通
信
使
の
詩
を
厳
し
い
目
で
見
て
い
る
。
例
え
ば
、『
問
槎
畸
賞
』
の
初
頭
に
置
か
れ
た
漢
詩
に
、
山
県
周
南
が
作
っ
た
「
奉
呈

龍
湖
厳
公
案
下（

（（
（

」（
現
場
で
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
作
っ
た
後
に
通
信
使
に
呈
し
た
詩
で
あ
る
）
と
い
う
詩
が
あ
る
。
そ
の
詩
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。赤

目
関
西
玉
樹
秋
、
長
風
吹
送
木
蘭
舟
。

誰
知
海
上
蓬
壼
月
、
總
入
詩
人
脾
裏
流
。
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ま
た
、
そ
の
詩
の
後
に
、
通
信
使
「
龍
湖
」
が
唱
和
し
た
「
奉
和
周
南
示
韻
」
が
排
列
さ
れ
て
い
る 

。

橘
樹
楓
林
海
上
秋
、
滄
洲
斜
日
住
歸
舟
。

仙
區
到
處
窮
探
勝
、
歴
盡
驚
濤
似
穩
流
。

こ
の
唱
和
詩
に
対
し
て
、
徂
徠
は
「
早
知
龍
湖
敵
不
過
」
と
評
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
徂
徠
の
批
評
基
準
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
基
本
的
に
は
、
格

律
か
ら
言
う
と
、
そ
の
二
つ
の
詩
は
と
も
に
、
七
言
絕
句
の
仄
起
格
平
声
韻
に
な
っ
て
い
る
。
龍
湖
の
詩
の
格
律
は
完
全
に
基
本
の
格
式
に
合
っ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
周
南
の
詩
の
第
四
句
は
変
格
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
格
律
の
正
確
さ
は
お
そ
ら
く
そ
の
主
要
な
批
評
基
準
で
は
な

く
、
そ
れ
は
や
は
り
詩
句
全
体
が
持
つ
「
格
調
」
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
周
南
の
詩
の
「
格
調
」
は
明
ら
か
に
擬
唐
詩
で
、「
関
西
」
な
ど
の

辺
塞
詩
と
、「
玉
樹
」「
蓬
壺
」「
木
蘭
舟
」
等
の
盛
唐
詩
の
辞
を
多
用
し
て
い
る
。
彼
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
雄
麗
の
気
象
を
営
造
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
う
ち
、「
蓬
壺
」
は
李
白
が
作
っ
た
「
哭
晁
卿
衡
」
と
い
う
詩
の
辞
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
確
か
に
龍
湖
の
詩
は

宋
詩
の
如
く
、
叙
述
的
な
語
調
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
徂
徠
は
「
與
県
次
公
4
」
に
、「
西
人
詩
」（
朝
鮮
通
信
使
の
詩
）
が
「
宋
元
の
旧
」

を
襲
う
卑
靡
の
詩
だ
と
見
下
し
て
い
る
。
そ
の
批
評
の
基
準
は
右
の
如
く
、
李
東
郭
の
「
奉
席
上
諸
詞
伯
」
と
い
う
詩
の
詩
句
「
日
東
形
勝
両
雄

開
、
馬
島
風
煙
伯
仲
間
」
に
対
し
て
も
、
醜
く
て
﹁
宋
人
﹂
の
詩
の
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る（

（（
（

。
別
の
詩
句
に
対
し
て
も
、「
甚
だ
し
く
俚
俗
」
だ

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
し
た（

（（
（

。
さ
ら
に
、
朝
鮮
使
者
の
詩
に
は
「
懦
色
」
を
持
つ
と
い
う
周
南
の
コ
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
徂
徠
は
「
一
語
道
破
」
と

首
肯
し
た（

（（
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
徂
徠
は
「
格
調
」、
明
代
古
文
辞
派
か
ら
継
承
し
た
擬
唐
詩
の
観
点
か
ら
、
周
南
の
詩
を
極
め
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。
例

え
ば
、
周
南
が
雨
森
芳
洲
に
託
し
て
李
東
郭
に
呈
し
た
十
首
の
詩
に
お
け
る
第
二
首
の
七
言
律
詩
（
（（
（

に
対
し
て
、
徂
徠
は
「
大
氐
次
公
七
律
色
沢
似

仲
黙
、
神
理
肖
于
鱗
、
而
骨
格
原
諸
右
丞
、
所
以
為
妙（

（（
（

」
と
、
評
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
は
「
色
沢
」「
神
理
」「
骨
格
」（
詩
の
句
法
と
格
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式
な
ど
声
律
の
問
題
を
指
し
て
い
る
）
な
ど
、
多
面
的
に
「
格
調
」
の
次
元
で
そ
の
詩
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
い
ち
い
ち
挙
げ
る
余

裕
が
な
い
が
、
徂
徠
は
周
南
が
作
っ
た
詩
に
対
し
て
、「
雄
麗
無
比
（
（（
（

」、「
大
得
盛
唐
妙
境
（
（（
（

」
と
、「
七
言
歌
行
之
妙
、
弇
州
後
當
属
斯
人
（
（（
（

」
と
評
価

し
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
徂
徠
か
ら
見
れ
ば
、
山
県
周
南
の
詩
は
「
右
丞
」（
王
維
）
の
よ
う
な
盛
唐
詩
人
、
或
い
は
明
代
復
古
派
の
何
景
明

（
仲
黙
）、
李
于
鱗
、
王
世
貞
（「
元
美
」）
が
作
っ
た
「
格
調
」
を
重
ん
じ
る
詩
風
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

右
の
よ
う
に
、
周
南
は
徂
徠
の
古
文
辞
学
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
て
、「
芙
蓉
白
雪
の
色
」
を
も
つ
詩
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
故

に
、
通
信
使
と
筆
談
を
し
て
い
た
時
、
彼
は
次
の
よ
う
に
、
簡
潔
に
「
古
文
辞
学
」
的
な
詩
文
観
を
敷
衍
し
て
い
た
。

六
経
古
史
而
降
、
歴
代
之
文
、
先
儒
具
有
評
論
。
唐
宋
之
間
、
文
学
益
盛
、
良
工
巨
匠
、
比
跡
輩
出
、
其
中
詩
有
李
杜
蘇
黄
、
文
有
八
大

家
。
…
…
迄
至
明
時
、
有
四
傑
者
出
焉
、
専
以
古
文
為
号
、
王
李
為
盛
。
風
格
体
裁
非
復
四
子
八
家
之
旧
、
而
英
発
超
邁
、
巍
然
卓
出
。
又

袁
中
郎
、
鍾
伯
敬
之
徒
、
自
撰
規
則
、
別
建
一
家
以
不
践
前
古
之
跡
為
美
（
（（
（

。

こ
の
文
は
お
そ
ら
く
、
徂
徠
学
派
の
詩
文
観
が
も
っ
と
も
早
く
出
版
物
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
周
南
は
右
の
議
論
を

踏
ま
え
て
通
信
使
に
対
し
て
「
今
之
盛
者
、
在
唐
宋
耶
、
在
明
諸
子
耶
（
（（
（

」
と
い
う
質
問
を
し
た
。
だ
が
、
通
信
使
か
ら
の
答
え
は
な
か
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
代
の
李
王
の
詩
文
を
尊
ぶ
「
古
文
辞
学
」
の
展
開
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、『
問
槎
畸
賞
』
か
ら
次
の
よ
う
な
意
義

が
読
み
取
れ
よ
う
。
ま
ず
、『
問
槎
畸
賞
』
に
は
、
一
番
重
要
な
の
は
、
や
は
り
、
両
方
の
詩
作
に
対
す
る
徂
徠
が
加
え
た
コ
メ
ン
ト
で
は
な
い

か
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
は
そ
の
詩
論
を
表
現
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
内
部
に
存
在
す
る
ほ
か
の
党
派
の
詩
人
に
対
す
る
挑

戦
の
意
味
を
も
持
っ
て
い
る
。
徂
徠
た
ち
が
特
に
意
識
し
て
い
る
相
手
は
や
は
り
、
木
門
の
詩
人
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
た
だ
し
、
徂
徠
と
木
門
詩
人
と
の

関
係
は
友
人
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
門
人
た
ち
が
通
信
使
と
筆
談
、
唱
和
し
て
い
る
時
は
、
そ
の

「
党
」
と
し
て
の
繋
が
り
と
そ
の
文
学
的
特
質
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、『
問
槎
畸
賞
』
は
あ
る
種
の
「
古
文
辞
学
」
の
学
派
成
立
の
宣
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言
書
と
い
う
面
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
と
関
連
し
て
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
問
槎
畸
賞
』
の
出
版
に
は
、
成
立

し
た
ば
か
り
の
徂
徠
の
私
塾
の
宣
伝
も
兼
ね
て
い
た
の
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

　

さ
ら
に
、『
問
槎
畸
賞
』
に
も
収
録
さ
れ
た
入
江
若
水
宛
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
が
「
吾
猿
面
王
」（
豊
臣
秀
吉
）
に
負
け
た
の
で
、「
文
」

で
日
本
を
凌
ぐ
た
め
に
、
特
別
に
優
秀
な
詩
才
を
も
つ
人
を
通
信
使
に
選
抜
し
て
来
日
さ
せ
た
の
だ
と
、
徂
徠
は
見
て
い
る（

（（
（

。
そ
も
そ
も
、
朝
鮮

王
朝
の
「
文
」
が
優
れ
て
い
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
文
士
た
ち
の
共
通
認
識
と
も
言
え
る
。
徂
徠
は
む
ろ
ん
、
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
徂
徠
か

ら
見
れ
ば
、
朝
鮮
の
「
文
」
が
優
れ
た
原
因
は
、
朝
鮮
は
中
国
の
春
秋
戦
国
時
代
の
晋
・
楚
の
よ
う
な
大
国
に
挟
ま
れ
た
鄭
国
の
よ
う
な
小
国
な

の
で
、
外
交
辞
令
と
い
っ
た
「
文
」
の
要
素
を
特
に
重
視
し
て
い
る
、
と
い
う
理
解
で
あ
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
、
既
述
の
よ
う
に
、
徂
徠
は
「
芙
蓉
白

雪
の
色
」
を
持
つ
徂
徠
学
派
の
擬
盛
唐
詩
は
通
信
使
ら
が
作
っ
た
宋
調
的
な
詩
よ
り
優
れ
て
い
る
と
、
見
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
問
槎
畸

賞
』
か
ら
あ
る
種
の
詩
文
論
に
よ
る
徂
徠
の
自
負
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
に
対
す
る
日
本
の
「
文
」
に
お
け
る
優
越
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
そ
う
で
あ

る
か
ら
、
彼
は
通
信
使
に
そ
の
詩
文
が
評
さ
れ
た
こ
と
で
す
ぐ
有
頂
天
に
な
っ
て
い
る
日
本
文
士
の
表
現
を
非
常
に
嫌
が
っ
て
い
た（

（（
（

。
し
か
し
、

通
信
使
は
彼
ら
の
文
学
に
対
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
正
徳
元
年
来
聘
し
た
朝
鮮
通
信
使
の
日
記
な

ど
を
見
る
と
、
趙
泰
億
の
『
東
槎
録
』
に
は
「
次
贈
周
南
平
孝
孺
」
と
い
う
詩
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
以
外
（
（（
（

、
殆
ど
徂
徠
学
派
に
関
す
る
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徂
徠
自
身
と
そ
の
弟
子
た
ち
が
明
代
古
文
辞
派
の
文
学
論
を
継
承
す
る
意
識
か
ら
見
れ
ば
、
徂
徠
は
徂
徠
一
門
が
日
本
だ

け
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
漢
文
圏
全
体
に
お
い
て
、
重
要
な
一
席
を
占
め
よ
う
と
す
る
望
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
窺
え
よ
う
。
こ
う
し
た
「
古

文
辞
学
」
的
な
文
学
論
か
ら
生
じ
た
優
越
意
識
は
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
文
学
史
上
、
日
本
文
士
が
朝
鮮
詩
文
に
対
し
て
軽
蔑
の
目
で
見
な
が

ら
、
日
本
の
「
文
」
に
対
す
る
自
負
を
持
つ
よ
う
に
な
る
転
換
点
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
、『
問
槎
畸
賞
』
が
刊
行
さ
れ
た
一
年
後
、

徂
徠
は
「
大
東
文
章
竢
我
以
興
、
今
日
之
盛
、
振
古
所
無
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
た
自
負
と
期
待
を
有
し
な
が
ら
、
彼
ら
は
享
保
四
年
に
来

聘
し
た
通
信
使
節
団
を
迎
え
た
。



徂徠学派文士と朝鮮通信使

— 61 —

二
　
徂
徠
学
派
文
士
と
享
保
度
朝
鮮
通
信
使

─
『
客
館
璀
粲
集
』『
信
陽
山
人
韓
館
倡
和
稿
』
を
め
ぐ
っ
て

　

荻
生
徂
徠
は
、
享
保
四
年
に
來
聘
の
通
信
使
と
初
対
面
し
た
よ
う
で
あ
る
。
後
に
、
彼
は
「
贈
朝
鮮
使
序
」
と
い
う
文
章
を
書
い
た
が
、《
徂

徠
集
》
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た（

（（
（

。
そ
の
文
に
は
、
徂
徠
は
「
今
歳
己
亥
某
号
申
君
從
聘
以
來
、
而
余
始
獲
偕
二
三
子
就
見
於
其
館
」
と
あ
る
。

こ
の
文
章
に
言
う
「
申
君
」
と
は
、
享
保
度
通
信
使
団
の
制
述
官
た
る
申
維
翰
（
号
は
青
泉
）
を
指
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
（
後
述
）。
と
も
か

く
、
以
下
、
申
維
翰
を
中
心
に
、
議
論
を
進
め
る
。

　

ま
ず
、
尾
張
の
藩
士
で
あ
る
木
下
蘭
皐
は
徂
徠
学
派
の
一
員
で
あ
る（

（（
（

。
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
の
時
に
通
信
使
を
接
待
し
て
『
客
館
璀
粲

集
』
と
い
う
筆
談
唱
和
集
を
残
し
た
。
通
信
使
の
帰
り
に
、
蘭
皐
は
再
び
申
維
翰
と
会
っ
た
時
、
徂
徠
の
古
文
辞
学
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

東
都
有
徂
徠
先
生
者
夙
務
古
文
辞
之
学
、
非
姫
公
宣
父
之
書
不
涉
於
目
、
非
左
馬
班
楊
之
策
不
発
干
笥
、
非
騒
選
李
杜
之
篇
不
歴
干
思
。
蓋

斉
功
於
明
李
献
吉
矣
。
先
生
嘗
謂
文
章
之
道
達
意
修
辞
二
派
発
自
聖
言
、
其
実
両
者
相
須
、
非
修
辞
則
意
不
得
達
、
故
三
代
時
二
派
未
嘗
分

別
也
。
東
京
偏
修
辞
而
達
意
一
派
寥
寥
、
六
朝
浮
靡
至
唐
而
極
矣
。
故
韓
柳
以
達
意
振
之
、
宇
宙
一
新
、
至
欧
蘇
又
衰
、
降
迨
元
明
再
極

矣
。
時
有
出
李
于
鱗
王
元
美
者
焉
、
専
以
修
辞
振
之
、
一
以
古
為
則
可
謂
大
豪
傑
矣
。
故
評
隲
西
京
下
文
人
唐
取
韓
柳
、
明
取
王
李
為
是
故

也
。
余
遊
其
門
、
受
其
書
読
之
甚
驩
、
今
者
執
簡
之
士
莫
不
趨
風
而
宗
之
矣
。
貴
邦
文
華
之
隆
幾
不
譲
中
国
尚
矣
。
今
之
操
觚
之
家
法
宋
元

之
旧
耶
、
在
明
世
諸
家
（
（（
（

。

こ
れ
は
ま
と
ま
っ
て
い
る
「
古
文
辞
の
学
」
の
紹
介
文
と
言
え
よ
う
。
こ
の
文
に
よ
れ
ば
、
前
回
の
正
徳
度
朝
鮮
通
信
使
が
来
た
頃
と
は
異
な
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り
、
徂
徠
の
学
說
は
す
で
に
日
本
で
は
相
当
に
流
行
っ
て
い
た
。
申
維
翰
が
聞
い
た
後
も
、「
徂
徠
先
生
姓
諱
亦
未
聞
、
而
其
論
古
文
辞
意
達
辞

修
二
段
、
大
令
人
躍
然
稱
快
」
と
答
え
て
か
ら
、
李
朝
の
文
士
が
「
儒
道
」
を
尊
ぶ
故
に
、
そ
の
文
に
は
「
宋
習
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
、

「
王
李
の
文
」
を
専
攻
す
る
人
は
か
な
り
少
な
い
と
い
う
よ
う
な
説
明
を
し
た（

（（
（

。
だ
が
、
彼
自
身
は
そ
の
少
数
派
の
一
人
と
言
え
る
。
と
い
う
の

も
、
李
瀰
が
申
維
翰
の
著
作
た
る
『
青
泉
集
』「
序
」
に
お
い
て
、
申
維
翰
に
つ
い
て
、
そ
の
「
文
」
は
「
弇
山
稿
」
と
「
並
驅
の
意
」
を
持

ち
、
そ
の
「
詩
」
は
「
李
于
鱗
」
を
「
準
」
と
し
て
い
る（

（（
（

。
実
際
、
申
維
翰
の
文
集
を
読
ん
で
み
た
ら
、
確
か
に
時
に
は
徂
徠
学
派
文
士
の
文
集

を
読
ん
だ
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
た
。
と
も
か
く
、
ほ
か
の
享
保
度
通
信
使
と
比
べ
れ
ば
、
申
維
翰
は
確
か
に
李
王
の
学
に
対
し
て
比
較
的
に
深
い

理
解
を
し
て
い
る
。
彼
は
当
時
、「
李
王
を
模
し
て
文
名
を
博
し
」
た
朝
鮮
の
古
文
辞
派
の
代
表
者
と
も
言
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
な
の
に
、
彼
が

書
い
た
著
名
な
『
海
遊
録
』
に
は
、
徂
徠
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

し
か
し
、
申
維
翰
は
蘭
皐
と
の
筆
談
に
お
い
て
、
蘭
皐
の
贈
っ
た
詩
文
に
対
し
て
、「
未
見
足
下
先
得
仙
人
篇
、
絶
驚
有
古
調
、
疑
其
曉
漢

音
、
而
及
見
之
、
聽
其
語
言
乃
信
然（

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
蘭
皐
は
確
か
に
、﹁
唐
語
﹂
で
通
信
使
と
会
話
を
し
て
み
た（

（（
（

。
そ
し
て
、
彼
の
詩
に
は

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

玉
京
仙
人
御
六
龍
、
翺
翔
遠
欲
窮
扶
桑
。

夜
半
東
南
日
毬
躍
、
大
海
涌
動
碎
琳
琅
。

倏
忽
騁
轡
凌
紫
虛
、
朝
餐
石
髓
暮
瓊
漿
。

兩
両
神
女
吹
風
簫
、
雲
間
飄
颻
素
霓
裳
。

俯
観
蓬
萊
五
雲
簇
、
少
時
停
駕
上
高
堂
。

珊
瑚
寶
玦
輝
玳
筵
、
仙
人
解
顏
共
壺
觴
。

左
把
芙
蓉
右
弄
芝
、
咳
唾
成
丹
薄
玉
床
。
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雲
気
聚
散
何
容
易
、
空
望
窈
冥
心
欲
狂
。

願
使
吾
輩
生
羽
翼
、
翻
跡
長
隨
崑
崙
岡
（
（（
（

。

　

こ
れ
は
平
声
陽
韻
を
押
し
た
擬
漢
魏
古
詩
で
あ
る
。
格
調
を
重
ん
じ
る
徂
徠
学
派
の
詩
風
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
申
維
翰
は
こ
の
「
仙
人

篇
」
に
つ
い
て
、「
漢
音
」
を
知
る
観
点
か
ら
、「
古
調
」
を
持
つ
こ
と
を
褒
め
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
彼
が
蘭
皐
の
た
め
に
書
い
た
「
玉
壺

詩
稿
序
」
に
も
「
其
言
用
華
語
、
其
読
書
用
華
音
、
其
志
慕
華
人
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
実
は
、
華
か
ら
夷
を
見
る
態
度
で
成
さ
れ
た
評
価

で
あ
り
、
申
維
翰
が
も
つ
「
小
中
華
意
識
」
を
表
し
て
い
る
。

　

実
際
、
蘭
皐
と
の
筆
談
に
お
い
て
、
申
維
翰
は
明
確
に
日
本
文
士
の
「
唱
和
筆
談
」
の
﹁
文
理
脈
絡
﹂
が
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
こ
と

や
「
声
律
」
が
習
熟
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
そ
の
原
因
を
彼
な
り
に
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、『
海
游
録
』
で
、
彼
は
よ
り
詳
し

く
そ
の
意
見
を
披
露
し
て
い
る
。
そ
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
文
学
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
情
況
は
当
時
の
朝
鮮
と
比
べ
れ
ば
よ
り
よ
い
し
、
当
時
の

日
本
に
は
科
挙
が
な
い
故
に
、
日
本
文
士
の
批
評
の
目
は
鋭
い
が
、
日
本
語
と
習
俗
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
詩
の
声
律
に
は
間
違
い
が
多
く
、

語
順
が
よ
く
転
倒
し
て
い
る（

（（
（

。

　

だ
か
ら
、
彼
は
蘭
皐
の
「
仙
人
篇
」
を
褒
め
て
も
、『
海
游
録
』
の
な
か
で
徂
徠
学
派
の
文
学
的
主
張
に
つ
い
て
殆
ど
言
及
し
な
か
っ
た（

（（
（

。
と

は
い
え
、
申
は
、「
日
本
為
文
者
、
皆
以
八
大
家
文
抄
、
読
習
専
尚
…
…
間
有
人
以
書
來
問
曰
、
皇
明
王
李
諸
家
、
與
欧
蘇
孰
賢
云
云
、
而
渠
輩

学
習
明
人
者
。
亦
未
之
見
也
」
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
文
は
、
木
下
蘭
皐
、
或
い
は
ほ
か
の
徂
徠
学
派
文
士
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か

と
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
、「
渠
輩
学
習
明
人
者
、
亦
未
之
見
也
」
と
い
う
申
の
発
言
は
か
な
り
疑
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
既
述

の
よ
う
に
、
木
下
蘭
皐
と
の
筆
談
に
お
い
て
、
蘭
皐
は
す
で
に
そ
の
師
た
る
荻
生
徂
徠
が
明
代
李
・
王
の
学
を
尊
ぶ
こ
と
を
伝
え
た
は
ず
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
申
と
の
筆
談
に
お
い
て
、
蘭
皐
は
、
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余
於
詩
道
、
古
必
尚
漢
魏
、
近
體
必
盛
唐
、
且
慕
明
李
王
等
七
子
。
未
嘗
学
大
暦
以
來
倣
西
崑
體
者
所
為
矣
。
元
瑞
云
：「
詩
歌
之
道
一
盛

於
漢
、
再
盛
於
唐
、
又
再
盛
明
」。
余
謂
確
論
也
（
（（
（

。

と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
申
維
翰
は
明
代
李
・
王
な
ど
七
子
の
詩
文
を
尊
ぶ
徂
徠
学
派
詩
論
を
無
視
し
た
の
か
。

　

こ
の
疑
問
と
関
連
し
て
、
申
維
翰
は
木
下
蘭
皐
ら
が
ど
れ
ほ
ど
「
漢
音
」「
古
調
」
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
疑
問
を

持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
が
朝
鮮
に
帰
っ
て
か
ら
書
い
た
『
海
游
録
』
で
、
そ
の
疑
い
と
推
測
を
表
明
し
た
。

日
本
人
與
余
対
坐
酬
唱
者
率
多
粗
疏
、
遁
塞
、
語
無
倫
序
、
或
見
其
橐
中
私
藁
、
時
有
一
句
一
聯
之
最
佳
者
、
観
席
上
所
賦
全
是
天
壤
。
余

意
南
京
海
賈
每
以
書
籍
來
販
於
長
崎
島
、
故
順
治
以
後
、
江
南
才
子
之
詩
集
多
在
日
本
、
而
為
我
人
所
以
未
見
者
。
則
彼
或
暗
偸
狐
白
、
而

取
媚
於
秦
姬
者
歟
（
（（
（

。

　

つ
ま
り
、
彼
は
日
本
文
士
が
直
接
に
対
面
の
時
に
唱
和
の
詩
と
事
前
に
作
っ
て
お
い
た
詩
稿
と
の
間
に
は
か
な
り
の
差
が
あ
る
こ
と
を
気
づ
い

た
。
例
え
ば
、
前
述
の
蘭
皐
の
「
仙
人
篇
」
は
事
前
に
作
っ
て
お
い
た
詩
作
で
あ
る
。
申
の
推
測
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本
の
文
士
が

朝
鮮
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
清
朝
順
治
以
後
の
中
国
江
南
才
子
の
詩
作
を
模
倣
、
剽
窃
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
合
理
的
な
疑
い

と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
朝
鮮
通
信
使
が
詩
を
作
る
速
さ
と
格
律
の
正
確
性
な
ど
を
重
ん
じ
る
の
に
対
し
て
、
徂
徠
一
門
の
文
士
は
よ
り
詩
の
格

調
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
格
調
を
持
つ
詩
は
も
と
よ
り
模
倣
と
剽
窃
の
技
法
を
使
う
の
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
代

李
・
王
の
学
に
も
共
鳴
す
る
申
維
翰
が
十
八
世
紀
日
本
漢
文
学
の
発
展
を
、
中
国
の
江
南
才
子
の
詩
文
に
対
す
る
剽
竊
だ
と
い
う
よ
う
に
理
解
し

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
申
維
翰
の
﹁
小
中
華
意
識
﹂
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
判
断
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
判
断
に
よ
っ
て
、
せ
っ
か
く
朝
鮮

と
日
本
に
お
け
る
李
王
の
文
学
の
擁
護
者
が
出
会
っ
た
の
に
、
更
な
る
文
学
交
流
が
出
来
な
か
っ
た
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
既
述
の
よ
う
に
、
徂
徠
の
「
贈
朝
鮮
使
者
序
」
と
い
う
草
稿
に
は
、
申
維
翰
と
会
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
二
人
は
直
接
に
筆
談
と
唱
和
を
し
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
海
游
録
』
に
も
徂
徠
の
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
と
も
か
く
、
徂
徠
か
ら

見
れ
ば
、
朝
鮮
が
特
に
詩
が
出
来
る
人
才
を
外
交
使
節
と
し
て
選
ん
で
来
日
さ
せ
た
こ
と
は
詩
賦
外
交
と
い
う
漢
文
圏
の
伝
統
た
る
「
古
道
」
に

相
応
し
い
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
お
そ
ら
く
、
徂
徠
は
彼
個
人
の
学
問
の
成
熟
に
従
い
、
こ
う
し
た
伝
統
に
対
す
る
意
識
か
ら
、
過
去
の
競
争
心
（﹁
客

気
﹂）
を
抑
え
、
よ
り
正
面
か
ら
通
信
使
と
の
唱
和
の
意
義
を
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
徂
徠
に
と
っ
て
、
通
信
使
は
た
だ
、
詩

文
を
競
う
ラ
イ
バ
ル
だ
け
で
は
な
く
、「
晁
卿
の
交
」（
盛
唐
期
、
阿
部
仲
麻
呂
と
李
白
、
王
維
な
ど
の
中
国
詩
人
と
の
交
流
）
を
実
現
す
る
相
手

で
も
あ
る
。

　

実
際
、
徂
徠
の
弟
子
た
る
太
宰
春
台
も
こ
の
よ
う
な
「
古
道
」
の
観
点
か
ら
朝
鮮
通
信
使
と
の
漢
詩
外
交
を
見
て
い
る
。
申
維
翰
を
始
め
と
し

て
、
享
保
四
年
に
来
聘
し
た
朝
鮮
通
信
使
団
は
江
戸
に
来
た
と
き
、
岡
島
冠
山
と
い
う
徂
徠
学
派
周
辺
の
人
と
筆
談
、
唱
和
し
た
ほ
か
に
、
徂
徠

の
弟
子
た
る
太
宰
春
台
、「
石
叔
潭
」（
石
川
大
凡
）、「
須
溪
秋
子
師
」（
秋
元
澹
園
）、「
原
泉
稻
有
伯
」（
稲
富
原
泉
）
ら
と
、
東
本
願
寺
に
お
い

て
筆
談
と
唱
和
を
行
な
っ
た
。
そ
の
と
き
太
宰
春
台
は
、『
信
陽
山
人
韓
館
倡
和
稿（

（（
（

』
と
い
う
著
作
を
遺
し
た
。
そ
の
『
唱
和
稿
』
に
記
載
さ
れ

た
筆
談
に
よ
れ
ば
、
春
台
は
、
荻
生
徂
徠
に
従
っ
て
「
古
文
辞
」
を
学
ぶ
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
序
言
に
よ
れ
ば
、
当
日
、
申

維
翰
と
ほ
か
の
三
名
の
書
記
官
は
林
家
儒
者
と
会
う
た
め
に
、
彼
ら
と
の
筆
談
の
時
間
を
短
く
し
て
簡
単
に
済
ま
せ
て
、
そ
の
場
で
唱
和
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
実
に
不
愉
快
な
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
春
台
は
雨
森
芳
洲
に
託
し
て
、
す
で
に
作
っ
た
古
詩

と
五
篇
の
「
序
」
を
書
き
、
使
節
団
の
メ
ン
バ
ー
に
送
っ
た
。
そ
の
内
に
、
春
台
が
申
維
翰
に
送
っ
た
「
奉
送
朝
鮮
製
述
青
泉
申
公
序
」
と
い
う

文
章
が
あ
る
。
朝
鮮
通
信
使
と
唱
和
し
た
日
本
各
地
の
文
士
の
多
く
は
通
信
使
た
ち
が
詩
を
作
る
ス
ピ
ー
ド
の
速
さ
（「
善
詩
與
其
敏
捷
難
當
」）

を
賞
賛
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
春
台
は
古
代
中
国
の
礼
楽
政
治
の
視
点
、「
賦
詩
言
志
」
と
い
う
伝
統
に
お
い
て
は
、
外
交
の
場
に
お
け
る

「
賦
詩
」
は
主
と
し
て
「
雅
頌
の
言
を
誦
む
」
べ
き
で
あ
り
、
詩
作
の
多
さ
と
早
さ
な
ど
を
競
争
す
る
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る（

（（
（

。
春
台
は
こ
う

し
た
観
点
か
ら
通
信
使
が
現
場
で
、
そ
の
詩
を
唱
和
し
な
い
こ
と
に
対
し
て
遺
憾
の
意
を
表
し
た
。
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さ
ら
に
、
春
台
は
「
奉
送
朝
鮮
從
事
記
室
菊
溪
張
公
序
」
に
お
い
て
、
通
信
使
節
団
に
、「
吾
党
の
士
」（
徂
徠
学
派
）
は
「
先
王
礼
楽
」
の
習

得
者
と
伝
承
者
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
、
ま
た
、
日
本
と
朝
鮮
は
同
じ
く
「「
先
王
同
文
の
治
」
を
受
け
、
同
一
文
化
圏
に
属
し
て
い
る
こ
と
を

主
張
し
て
い
る（

（（
（

。
春
台
は
こ
う
し
た
考
え
を
踏
ま
え
て
、
あ
る
種
の
漢
文
文
化
圏
の
発
想
を
表
明
し
た
だ
け
で
は
な
く
、「
先
王
礼
楽
」
を
習
得

し
た
「
吾
党
の
士
」
の
文
学
の
、
日
本
乃
至
漢
文
文
化
圏
全
体
に
お
け
る
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
右
の
よ
う
に
、
通
信
使
と
交
流
経
験
を
持

つ
ほ
か
の
徂
徠
学
派
文
士
と
比
べ
れ
ば
、
春
台
の
発
言
の
特
徴
は
こ
う
い
う
彼
が
持
つ
「
先
王
礼
楽
」
の
知
識
に
対
す
る
自
負
と
言
え
よ
う
。
こ

う
し
た
自
負
で
、
春
台
は
日
本
人
に
と
っ
て
、
漢
文
で
書
か
れ
た
﹁
先
王
礼
楽
﹂
の
学
び
は
言
う
ま
で
も
な
く
可
能
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
を
実
践
し
て
徳
川
日
本
の
風
俗
を
改
め
れ
ば
、
徳
川
日
本
の
民
を
﹁
三
代
の
民
﹂
に
変
え
る
こ
と
さ
え
可
能
だ
と
考
え
て
い
る（

（（
（

。

　

と
も
か
く
、
徂
徠
学
派
の
文
士
は
江
戶
と
尾
張
（
名
古
屋
）
な
ど
で
、
享
保
四
年
に
來
聘
し
た
通
信
使
と
筆
談
、
並
び
に
詩
文
の
交
換
な
ど
を

し
て
い
た
。
た
だ
、
前
回
と
異
な
り
、
彼
ら
は
「
古
文
辞
学
」
を
強
調
し
て
宋
学
を
批
判
し
た
だ
け
で
は
な
く
、「
賦
詩
言
志
」
と
い
う
伝
統
の

視
点
か
ら
通
信
使
の
詩
文
を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
は
、
徂
徠
学
派
の
学
問
が
﹁
古
文
辞
学
﹂（
漢
文
学
）
か
ら
﹁
礼
楽
﹂（
経

学
、
政
治
学
）
へ
の
展
開
と
平
行
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
三
代
の
詩
賦
外
交
と
い
う
伝
統
は
い
か
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
交
流
（「
和
」）
の
面
に
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
競
争
の
面
に
あ
る
の
か
。
そ
の
理
解
に
は
や
は
り
個
人
差
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
春
台
は
よ
り
「
和
」
の
面
を
重
ん
じ
る
の
に
対
し
て
、
徂
徠
は
競
争
の
面
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

実
際
、
徂
徠
は
「
世
治
競
於
文
、
乱
乃
武
爭
」
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
る（

（（
（

。
彼
が
い
う
「
晁
卿
の
交
」
も
ま
た
、
弟
子
た
ち
が
阿
部
仲
麻
呂

の
よ
う
に
、
国
際
交
流
の
場
に
お
い
て
、「
文
」
の
能
力
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
た
め
の
励
ま
し
の
言
葉
と
言
え
る
。
外
交
は
確
か
に
、
日
本
の

文
士
が
そ
の
才
能
を
発
揮
で
き
る
少
数
の
分
野
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
徂
徠
一
門
は
外
交
分
野
で
、
そ
の
才
能
を
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
次
に

述
べ
る
よ
う
に
、
萩
藩
に
勤 

め
る
山
県
周
南
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
そ
う
い
う
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
た
。



徂徠学派文士と朝鮮通信使

— 67 —

三
　
徂
徠
学
派
文
士
と
寛
延
度
朝
鮮
通
信
使

─
『
長
門
戊
辰
問
槎
』『
来
庭
集
』
を
め
ぐ
っ
て

　

寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）、
朝
鮮
通
信
使
は
ほ
ぼ
三
十
年
ぶ
り
に
、
来
聘
し
た
。
例
年
の
よ
う
に
、
萩
藩
の
儒
者
た
ち
は
赤
間
関
で
通
信
使
を

迎
え
て
筆
談
、
唱
和
を
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
、『
長
門
戊
辰
問
槎
』
と
い
う
著
作
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
筆
談
に
お
い
て
、
製
述

官
の
朴
矩
軒
は
山
県
周
南
の
弟
子
た
る
山
根
華
陽
と
の
間
に
、
申
維
翰
の
近
況
、
そ
の
唱
和
詩
の
出
版
情
況
な
ど
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
情
報
を

交
わ
し
て
い
た（

（（
（

。
彼
は
ま
た
、
同
じ
く
周
南
の
弟
子
た
る
小
田
村
鄜
山
に
、
日
本
に
来
る
前
に
す
で
に
申
維
翰
に
日
本
の
「
文
華
」
情
況
に
つ
い

て
伺
っ
た
が
、
三
十
年
が
過
ぎ
た
の
で
、
現
在
、
誰
が
学
界
の
牛
耳
を
取
っ
て
い
る
か
、
新
井
白
石
の
門
人
は
活
躍
し
て
い
る
か
と
い
っ
た
質
問

を
し
た（

（（
（

。
鄜
山
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

四
十
年
前
有
徂
徠
者
以
復
古
之
学
独
歩
海
内
、
従
遊
如
雲
。
嚆
矢
其
間
、
東
都
有
南
郭
春
台
、
我
藩
有
周
南
、
皆
経
学
文
章
窺
其
薀
奥
（
（（
（

。

鄜
山
の
目
か
ら
見
る
と
、
当
代
文
学
の
風
雲
児
は
当
然
、
徂
徠
学
派
の
文
士
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
答
え
を
聞
い
た
後
、
朴
矩
軒
は
徂
徠

学
派
の
学
問
を
理
解
す
る
気
が
な
か
っ
た
よ
う
で
、
さ
ら
に
進
ん
で
質
問
を
し
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
れ
以
後
の
旅
程
に

伴
い
、
江
戸
で
、
松
崎
観
海
ら
と
の
筆
談
に
よ
っ
て
、
徂
徠
の
学
問
に
か
か
わ
る
認
識
を
深
め
て
い
く
。

　

右
の
引
用
文
で
は
も
う
一
つ
の
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
れ
は
服
部
と
春
台
を
代
表
に
し
た
一
般
的
な
徂
徠
学
派
論
と
は
や
や
異
な

り
、
自
ら
の
師
で
あ
る
周
南
を
徂
徠
の
「
復
古
の
学
」
を
継
承
し
た
重
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
強
調
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
山
根
華
陽
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
徂
徠
が
勃
興
し
た
後
の
日
本
で
は
、「
文
柄
」
を
握
る
人
物
は
服
部
南
郭
と
太
宰
春
台
と
山
県
周
南
な
ど
二
、
三
人
だ
け

で
、
そ
の
な
か
で
政
治
に
関
与
で
き
る
人
は
実
は
周
南
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。
周
南
は
確
か
に
、
積
極
的
に
萩
藩
の
教
育
と
外
交
に
携
わ
っ
て
い
た
。
彼

の
弟
子
と
孫
弟
子
た
ち
も
、
通
信
使
の
接
待
役
な
ど
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
徂
徠
の
孫
弟
子
世
代
に
な
る
と
、
李
王
の
文
章
だ
け
で
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は
な
く
、
徂
徠
と
周
南
の
文
章
そ
れ
自
体
が
模
倣
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
実
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
例
え
ば
、
小
田
村
鄜
山
は

﹁
済
庵
李
公
案
下
﹂
と
い
う
詩
に
、﹁
三
韓
仙
使
木
蘭
舟
、
錦
纜
牙
檣
紫
気
流
﹂
と
詠
み
、
李
攀
龍
が
愛
用
す
る
﹁
紫
気
﹂
だ
け
で
は
な
く
、
周
南

が
使
っ
た
﹁
木
蘭
舟
﹂
を
も
使
っ
て
あ
る（

（（
（

、
或
い
は
山
根
華
陽
は
﹁
祥
雲
護
送
木
蘭
船
（
（（
（

﹂、﹁
泱
映
何
者
表
東
海
、
唯
有
芙
蓉
白
雪
浮
（
（（
（

﹂
と
も
詠
ん

で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、﹁
紫
気
﹂「
木
蘭
舟
」、
或
い
は
「
芙
蓉
白
雪
」
な
ど
の
表
現
は
徂
徠
学
派
文
士
が
作
っ
た
漢
詩
に
繰
り
返
し
出
て
く

る
。
こ
の
面
か
ら
見
れ
ば
、「
古
文
辞
学
」
が
い
か
に
徳
川
の
現
実
外
交
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
が
窺
え
よ
う
。

　

一
方
、
太
宰
春
台
の
弟
子
で
、
篠
山
藩
に
仕
え
た
松
崎
観
海
も
、
寛
延
度
の
朝
鮮
通
信
使
と
筆
談
、
唱
和
を
し
て
、『
来
庭
集
』
と
い
う
著
作

を
残
し
た
。
彼
は
通
信
使
た
ち
に
、
徂
徠
と
春
台
の
著
作
を
推
薦
し
て
、
お
読
み
に
な
っ
た
か
と
伺
っ
た
が
、
書
記
の
李
済
菴
は
﹁
得
尽
見
之
﹂

と
答
え
て
ご
ま
か
し
た（

（（
（

。
だ
が
、
実
際
は
読
ん
だ
は
ず
が
な
い
の
で
、
観
海
は
、
別
の
日
に
再
会
し
た
時
、
李
・
王
の
詩
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
後
、
も
う
一
回
伺
っ
た
。
今
度
、
李
済
菴
は
よ
う
や
く
春
台
の
著
作
と
徂
徠
の
『
弁
道
』『
弁
名
』
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
と
認
め

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
観
海
は
対
馬
の
以
酊
庵
長
老
の
僧
承
堅
を
通
し
て
、
徂
徠
の
『
弁
道
』『
弁
名
』
を
通
信
使
に
送
る
よ
う
に
す
る
と
約
束

を
し
て
か
ら
、﹁
古
文
辞
学
﹂
に
よ
る
「
宋
学
」
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。
だ
が
、
学
問
方
法
論
と
し
て
の
「
古
文
辞
学
」
が
「
陸
王
」
の
思
想

と
は
異
な
っ
て
い
る
の
に
、
寛
延
度
の
通
信
使
た
ち
は
や
は
り
徂
徠
の
こ
と
に
対
し
て
、
伊
藤
仁
斎
と
一
緒
に
、
王
陽
明
の
よ
う
な
異
端
と
捉
え

て
い
る（

（（
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
後
に
、
観
海
が
李
済
菴
に
宛
て
た
手
紙
に
、
観
海
は
差
異
を
重
ん
じ
る
徂
徠
の
道
論
を
踏
ま
え
て
﹁
人
人
各
以
所
見

為
道
﹂
と
言
い
、
あ
る
種
の
相
対
主
義
的
な
立
場
か
ら
、
通
信
使
が
も
つ
﹁
党
同
伐
異
﹂
と
い
う
よ
う
な
原
理
主
義
的
な
思
惟
を
戒
め
て
い
る（

（（
（

。

さ
ら
に
、﹁
本
朝
之
美
﹂
を
紹
介
す
る
立
場
で
、
経
典
解
釈
方
法
と
し
て
の
﹁
古
文
辞
学
﹂
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
た（

（（
（

。

　

と
も
か
く
、
寛
延
度
の
通
信
使
た
ち
は
、
徂
徠
学
派
の
文
士
ら
と
の
筆
談
、
手
紙
の
や
り
取
り
の
ほ
か
に
、
朱
子
学
ら
と
の
筆
談
な
ど
を
通
し

て
、
よ
う
や
く
徂
徠
学
派
の
存
在
を
気
づ
き
、
朱
熹
の
経
学
に
挑
戦
し
よ
う
と
し
た
「
古
文
辞
学
」
に
対
し
て
、
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い

る
（
（（
（

。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
後
述
の
よ
う
に
、
次
の
宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
に
な
る
と
、
す
で
に
徂
徠
学
派
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
予
備
知
識
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
な
る
資
料
収
集
を
も
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
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四
　
徂
徠
学
派
文
士
と
宝
暦
度
朝
鮮
通
信
使

─
『
長
門
癸
甲
問
槎
』
を
め
ぐ
っ
て 

　

四
回
目
に
宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
と
会
っ
た
萩
藩
の
山
根
華
陽
は
﹁
古
文
辞
学
﹂
の
視
点
か
ら
、
通
信
使
の
詩
は
「
蘇
黄
末
派
之
雄
」
と
評
し

た
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
解
釈
方
法
と
し
て
の
﹁
古
文
辞
学
﹂
の
展
開
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
儒
学
（
礼
楽
）
の
視
点
か
ら
も
、
通
信
使
た
ち
が

「
性
理
」
を
専
ら
主
張
し
て
、
文
の
「
達
意
」
だ
け
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
見
下
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
同
じ
く
周
南
の
弟
子
た
る
滝
鶴
台
は
詩
文

論
と
し
て
の
﹁
古
文
辞
学
﹂
だ
け
で
は
な
く
、
徂
徠
の
学
問
方
法
論
、
及
び
そ
れ
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
徂
徠
の
「
復
古
の
学
」（
経
学
説
、
道

論
）
な
ど
、
徂
徠
学
を
め
ぐ
っ
て
通
信
使
た
ち
と
議
論
を
し
て
い
た
。

　

ま
ず
、
滝
鶴
台
は
、「
排
程
朱
而
為
禅
儒
、
不
取
其
学
。
宗
古
経
而
不
據
註
解
、
以
古
言
證
古
経
」
と
い
う
徂
徠
の
態
度
と
方
法
を
説
明
し
て

い
る（

（（
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
書
記
の
元
重
挙
は
「
不
信
程
朱
者
皆
異
端
也
」
と
い
う
意
見
で
応
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
滝
氏
は
「
謹
領
明
諭
」
と

答
え
た
だ
け
で
あ
る（

（（
（

。
こ
う
し
て
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
十
二
月
二
十
九
日
会
席
で
の
徂
徠
学
を
巡
る
議
論
は
暫
く
一
段
落
し
た
。
し
か

し
、
後
に
滝
鶴
台
は
通
信
使
に
宛
て
た
書
信
に
、「
聖
人
の
道
」
に
基
づ
き
、
右
に
述
べ
た
松
崎
観
海
と
同
じ
く
、
あ
る
種
の
差
異
を
重
ん
じ
る

相
対
主
義
的
な
立
場
（
（（
（

か
ら
、「
標
同
伐
異
」「
貴
中
国
賎
夷
狄
」
を
務
め
と
す
る
原
理
主
義
的
で
中
華
中
心
主
義
的
な
朱
子
学
に
対
し
て
、
批
判
を

加
え
た（

（（
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
通
信
使
は
そ
の
返
信
に
、
ま
ず
、「
小
華
三
客
」
と
自
称
し
た
ほ
か
に
、「
天
地
至
大
而
不
能
不
先
陽
而
後
陰
。
聖
人

至
公
而
不
能
内
華
而
外
夷
。
或
中
国
而
夷
其
行
則
夷
狄
之
、
夷
狄
而
変
於
夏
則
中
国
之
」
と
答
え
た（

（（
（

。
こ
の
文
は
陰
陽
と
い
う
自
然
の
道
理
か

ら
、
朝
鮮
が
明
代
か
ら
継
承
し
た
中
華
主
義
を
弁
解
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
滝
鶴
台
は
翌
年
五
月
二
十
一
日
に
、
帰
国
途
中
の
通
信
使
と
赤
間
関
で
再
会
し
て
、
漢
詩
の
唱
和
と
筆
談
を
行
っ
た
。
こ
の
時
、

徂
徠
学
に
関
わ
る
議
論
が
再
開
さ
れ
た
。
ま
ず
、
元
重
挙
は
「
日
東
文
運
日
辟
、
古
人
所
稱
天
気
自
北
而
南
者
、
斯
有
験
矣
。
但
恨
目
今
波
奔
而

水
趣
者
、
大
抵
明
儒
王
李
之
余
弊
、
而
唱
而
起
之
者
、
物
徂
徠
実
執
其
咎
（
（（
（

」
と
述
べ
、
徂
徠
学
は
「
世
道
の
害
」
だ
と
い
う
よ
う
な
意
見
を
矢
継
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ぎ
早
に
披
露
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
成
龍
淵
も
徂
徠
の
文
学
才
能
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
儒
学
説
を
怪
し
い
と
認
識
し
て
い
る（

（（
（

。
と
も
か
く
、
こ

う
し
た
通
信
使
た
ち
の
徂
徠
論
に
対
し
て
、
滝
鶴
台
は
、「
主
一
無
適
」
な
ど
多
く
の
実
践
方
法
を
唱
え
た
朱
子
学
と
異
な
り
、
徂
徠
の
教
え
に

は
「
敬
天
守
礼
」
の
ほ
か
に
、
別
の
「
操
存
実
践
之
法
」
が
な
い
と
説
明
し
て
い
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、
彼
は
次
の
よ
う
な
考
え
を
示
し
た
。

此
方
無
経
義
策
士
用
朱
子
新
注
等
之
制
、
是
以
君
子
之
学
各
従
所
好
、
且
此
方
封
建
之
治
與
三
代
同
風
、
非
漢
唐
之
所
得
與
比
也
。
…
…
紫

陽
綱
目
之
厳
刻
、
其
或
可
用
諸
郡
県
之
世
、
而
不
宜
施
諸
封
建
之
国
也
（
（（
（

。

つ
ま
り
、
徳
川
日
本
の
制
度
は
李
氏
朝
鮮
と
異
な
り
、
朱
子
学
を
試
験
内
容
と
す
る
科
挙
が
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
郡
県
制
度
で
も
な
い
。
反
対

に
、
徳
川
日
本
は
三
代
と
同
じ
く
、
封
建
の
世
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
は
こ
う
し
た
制
度
の
差
異
に
基
づ
く
相
対
主
義
的
な
視
点
か
ら
、
通
信
使

た
ち
に
、
自
分
が
「
宋
後
之
学
」（
宋
学
）
を
捨
て
て
、「
古
学
」
に
務
め
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
滝
氏
は
通
信
使
た
ち
に
、
朱
子

学
は
普
遍
的
教
え
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
特
定
の
制
度
と
時
代
な
ど
に
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
、
さ
ら
に
制
度
な
ど
の
差
異
を
認
識
し

て
か
ら
、
徂
徠
学
の
当
否
を
評
価
す
べ
き
だ
と
、
勧
め
て
い
る
。
し
か
し
、
南
秋
月
は
や
は
り
、
道
徳
原
理
主
義
的
な
視
点
か
ら
、「
三
代
以
封

建
治
国
而
以
人
道
精
微
、
孝
弟
忠
信
為
教
、
其
学
問
何
嘗
與
後
世
異
乎
」
と
言
い
返
し
た（

（（
（

。
こ
の
南
秋
月
の
答
え
を
受
け
止
め
て
、
最
後
に
滝
鶴

台
は
国
が
治
ま
れ
ば
な
に
よ
り
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
学
術
異
同
」
を
爭
う
必
要
な
い
だ
ろ
う
と
、
こ
の
議
論
に
ピ
リ
オ
ド
を
つ
け
た（

（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
滝
鶴
台
と
朝
鮮
通
信
使
た
ち
の
徂
徠
学
を
め
ぐ
る
議
論
は
文
化
相
対
主
義
者
と
道
徳
原
理
主
義
者
と
間
の
論
争
に
も
似
通
っ
て

い
る
。
お
互
い
に
妥
協
で
き
る
結
論
が
得
ら
れ
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
滝
鶴
台
の
思
考
に
注
目
し
た
い
。
右
に
見
て

き
た
滝
の
思
考
は
普
遍
的
な
価
値
を
認
め
な
い
相
対
主
義
と
理
解
で
き
る
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
原
理
主
義
的
な
朱
子
学
よ
り
も
、
多
元
性
と
差

異
を
認
め
る
「
聖
人
の
道
」
の
ほ
う
が
普
遍
性
を
持
つ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
古
文
辞
学
」
の
展
開
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
重
要
な
思
想

遺
産
だ
と
言
え
る
。
そ
れ
は
一
言
で
言
い
尽
く
せ
な
い
が
、
人
情
の
普
遍
性
と
歴
史
文
化
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
重
ん
じ
る
歴
史
文
脈
主
義
か
ら
導
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き
出
し
た
普
遍
主
義
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
滝
鶴
台
は
徂
徠
か
ら
こ
う
し
た
重
要
な
思
想
遺
産
を
継
承
し
た
と
、
私
は
理
解
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
滝
鶴
台
か
ら
見
れ
ば
、
格
調
を
持
つ
日
本
の
詩
文
が
宋
調
的
な
朝
鮮
通
信
使
の
詩
文
よ
り
す
ば
ら
し
い
だ

け
で
は
な
く
、
封
建
の
世
た
る
徳
川
日
本
は
三
代
の
よ
う
な
時
代
だ
と
い
う
見
方
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
滝
鶴
台
の
師
た
る
山
県

周
南
は
、「
礼
」
は
ま
だ
制
定
さ
れ
ず
に
、
多
く
の
「
軍
国
の
制
」
を
延
用
し
て
い
る
が
、「
封
建
之
制
、
三
代
以
来
、
莫
整
於
昭
代
（
（（
（

」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
、
滝
鶴
台
も
師
と
し
て
仰
い
だ
服
部
南
郭
は
、「
方
今
国
家
依
封
建
之
制
、
礼
譲
和
楽
、
幾
乎
三
代
之
俗（

（（
（

」
と
い
う
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
。
松
崎
観
海
も
現
在
の
日
本
は
﹁
比
盛
三
代
﹂
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
い
る（

（（（
（

。
滝
の
思
考
は
こ
れ
ら
の
徂
徠
学
派
文
士
た
ち
が
提
出

し
た
考
え
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
十
八
世
紀
中
期
に
お
い
て
、
徂
徠
学
派
だ
け
で
は

な
く
、
次
第
に
一
般
の
知
識
人
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
結
局
、
日
本
人
の
人
柄
の
よ
さ
を
強
調
す
る
と
い
う
日
本
特
殊
論
と
日
本

優
位
論
に
導
か
れ
た（

（（（
（

。
こ
の
よ
う
に
、
徂
徠
学
派
の
文
士
は
三
代
の
「
聖
人
の
道
」
と
「
宋
学
」
を
歴
史
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
相
対
化
し

た
が
、
三
代
の
「
聖
人
の
道
」
を
価
値
的
に
優
越
し
て
い
る
と
認
め
た
う
え
に
、
当
代
日
本
（
徳
川
日
本
）
と
三
代
と
の
近
似
性
ま
で
主
張
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
優
越
論
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
朝
鮮
通
信
使
は
滝
鶴
台
ら
と
の
唱
和
と
筆
談
を
通
し
て
、
よ
り
徂
徠
学
を
知
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
徂
徠
学
に
対
し
て
批
判

的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
刺
激
を
受
け
て
い
る
。
後
に
、
通
信
使
と
実
際
筆
談
を
行
っ
た
滝
鶴
台
は
「
海
外
の
華
人
（
（（（
（

」
と
し
て
評
価
さ

れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
荻
生
徂
徠
は
﹁
海
外
の
傑
士
﹂
と
も
評
さ
れ
て
い
る（

（（（
（

。
し
か
も
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
刺
激
は
朝
鮮

に
お
け
る
清
朝
の
詩
文
と
学
問
へ
の
興
味
と
吸
収
に
繋
が
っ
て
い
く（

（（（
（

。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
右
に
検
討
し
た
享
保
度

通
信
使
の
申
維
翰
だ
け
で
は
な
く
、
宝
暦
度
通
信
使
ら
も
日
本
の
「
文
運
」（「
文
明
之
運
」）
が
盛
ん
に
な
っ
た
重
要
な
一
因
を
、
長
崎
か
ら
輸

入
さ
れ
た
漢
籍
に
見
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（（（
（

。
と
い
う
の
も
、
こ
う
し
た
見
方
に
は
、
夷
狄
日
本
を
「
文
明
」
に
導
く
原
動
力
は
日
本
人
の
人
柄
に

し
た
日
本
特
殊
論
で
は
な
く
、
反
対
に
漢
学
の
知
識
こ
そ
文
明
化
の
原
動
力
だ
と
い
う
意
識
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

詳
論
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
そ
の
見
方
に
は
朝
鮮
を
通
さ
な
か
っ
た
日
本
の
文
明
化
に
対
す
る
驚
き
と
警
戒
、
及
び
海
外
貿
易
と
南
方
中
国
（
海
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洋
中
国
）
に
対
す
る
憧
憬
が
窺
え
よ
う
。

結
論
に
代
え
て

　

朝
鮮
通
信
使
と
日
本
文
士
と
の
交
流
は
常
に
「
善
鄰
」
の
角
度
か
ら
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
実
は
競
爭
の
観
点
か
ら
理
解
す
べ

き
面
も
持
っ
て
い
る
。
拙
稿
は
主
と
し
て
、
後
者
の
観
点
か
ら
、
第
八
回
か
ら
第
十
一
回
ま
で
の
朝
鮮
通
信
使
を
考
察
対
象
に
し
て
、
十
八
世
紀

に
お
い
て
、
徂
徠
学
派
文
士
は
い
か
に
「
古
文
辞
学
」
の
立
場
か
ら
朝
鮮
通
信
使
の
詩
文
と
学
問
を
見
て
い
た
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て

い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
ず
、
右
の
考
察
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
徂
徠
学
派
の
文
士
と
朝
鮮
通
信
使
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
詩
文
の
唱
和
の
多
く
は
直
接
に
対
面
し
て

展
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
事
前
に
作
り
あ
げ
た
詩
を
相
手
に
与
え
て
か
ら
そ
の
返
事
を
も
ら
う
と
い
う
形
で
唱
和
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
両
者
は
共
に
自
ら
の
著
作
に
、
相
手
の
詩
文
に
対
し
て
、
自
ら
の
文
学
観
か
ら
批
評
を
加
え
て
い
る
。
徂
徠
学
派
文
士
は

主
と
し
て
詩
文
の
「
格
調
」
を
重
ん
じ
る
﹁
古
文
辞
学
﹂
の
観
点
か
ら
批
評
を
し
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、「
芙
蓉
白
雪
の
色
」
を
持
つ
徂
徠

一
門
の
詩
は
日
本
文
運
を
担
う
責
任
を
持
つ
だ
け
で
は
な
く
、「
先
王
同
文
の
治
」
を
共
有
す
る
地
域
で
は
、
日
本
の
漢
文
学
が
「
宋
調
」
的
な

朝
鮮
漢
文
学
よ
り
優
れ
て
い
た
こ
と
証
明
に
も
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
詩
文
論
と
し
て
の
「
古
文
辞
学
」
だ
け
で
は
な
く
、
経
典
解
釈
方
法
と

し
て
の
「
古
文
辞
学
」
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
道
論
（
儒
学
説
）
を
基
準
に
し
て
、
徂
徠
学
派
文
士
た
ち
は
朝
鮮
通
信
使
の
外
交
言
動
を
批
評
し

た
り
し
て
、
交
流
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
批
評
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
「
古
文
辞
学
」
が
い
か
に
外
交
と
繋
が
っ
て
い
る
か
を
確
認
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
意
味
で
、
徂
徠
学
派
文
士
に
と
っ
て
、「
古
文
辞
学
」
は
自
己
の
内
面
に
耽
溺
す
る
私
的
な
文
学
世
界
に
か
か
わ
る

も
の
だ
け
で
は
な
く
、
外
交
と
い
う
公
的
空
間
に
も
か
か
わ
る
学
問
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
別
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、﹁
古
文
辞
学
﹂
は
確

か
に
擬
古
主
義
的
な
面
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
多
く
は
機
会
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
自
ら
を
外
交
に
務
め
る
春
秋
戦
国
時
代
の
士
人
な
い
し
唐
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朝
へ
の
遣
唐
使
に
擬
し
て
演
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
く
と
も
、
そ
う
い
う
役
を
求
め
る
人
は
少
な
く
な
か
ろ
う
。

　

さ
ら
に
言
う
と
、「
古
文
辞
学
」
の
展
開
の
重
要
な
帰
結
の
一
つ
は
、
朝
鮮
の
漢
文
学
と
儒
学
と
の
対
比
を
通
し
て
、
徂
徠
学
派
文
士
た
ち
が

自
ら
の
生
き
る
時
代
と
社
会
の
「
文
明
」
は
盛
ん
で
「
三
代
」
の
よ
う
だ
と
肯
定
的
に
捉
え
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
論
証
す
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
う
し
た
見
方
は
後
に
、
徳
川
後
期
に
お
け
る
日
本
特
殊
論
、
日
本
優
位
論
な
ど
、
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
情
の
高
揚
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
朝
鮮
の
文
士
は
ス
ピ
ー
ド
と
「
声
律
」
か
ら
徂
徠
学
派
の
文
学
を
批
評
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
詩
作
は
江
南
地
域
か
ら
輸
入

さ
れ
た
清
朝
文
学
を
剽
窃
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
さ
え
持
っ
て
い
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
見
方
は
か
な
り
広
が
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
見
方
か
ら
、
次
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
十
八
世
紀
ご
ろ
の
朝
鮮
が
接
触
し
た
現
実
の
中
国
は

主
と
し
て
、
清
朝
政
府
と
北
方
中
国
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
日
本
が
接
触
し
た
そ
れ
は
主
に
南
方
の
海
外
貿
易
を
勤
め
て
い
た
民
間
人
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
差
異
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
。
紙
幅
が
尽
き
る
の
で
、
さ
ら
に
探
究
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
十
七
世
紀
以
後
の
東
ア
ジ
ア
漢
学
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。　

註（
1
）　

徂
徠
は
『
譯
文
筌
諦
初
編
』「
題
言
」
に
「
合
古
今
而
一
、
是
吾
古
文
辞
学
」（『
荻
生
徂
徠
全
集
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
意
味
か
ら
、
本
文
で
い
う
「
古
文
辞
学
」
は
、
古
と
今
と
の
差
異
を
意
識
し
な
が
ら
、
古
の
学
問
を
今
に
利
用
す
る
た
め
の
方
法
論
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ

は
言
っ
て
み
れ
ば
、
他
者
が
生
き
て
い
る
歴
史
空
間
の
言
語
と
社
会
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
重
ん
じ
る
歴
史
研
究
の
方
法
論
と
捉
え
ら
れ
る
。
一
般
に
「
古
文
辞

学
」
と
さ
れ
た
秦
漢
以
前
の
古
文
と
盛
唐
以
前
の
漢
詩
を
制
作
、
読
解
す
る
詩
文
方
法
論
、
及
び
儒
教
経
典
を
読
解
す
る
経
典
解
釈
方
法
論
と
も
そ
う
い
う
意
味

の
歴
史
研
究
の
方
法
論
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（
2
）　

そ
の
代
表
な
論
考
は
日
野
龍
夫
の
徂
徠
学
派
関
連
の
諸
論
稿
と
言
え
よ
う
。
日
野
氏
は
、
徂
徠
学
派
が
近
代
の
純
文
学
の
成
立
へ
の
道
に
お
い
て
、
犠
牲
フ
ラ

イ
を
打
つ
と
い
う
媒
介
的
な
役
割
を
果
た
し
た
、
と
評
価
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
野
氏
の
徂
徠
と
徂
徠
学
派
論
は
、
徂
徠
の
儒
学
説
と
政
治
改
革
論
に
つ
い
て

は
さ
ほ
ど
触
れ
て
い
な
い
が
、
事
実
上
、
丸
山
真
男
が
立
て
た
公
私
区
分
論
と
文
学
の
自
立
論
な
ど
を
受
け
継
い
で
い
る
。
し
か
し
、
日
野
氏
は
も
う
一
歩
進
ん



日本漢文学研究９

— 74 —

で
、
徂
徠
と
徂
徠
学
派
と
さ
れ
る
人
々
の
文
学
論
・
漢
詩
お
よ
び
漢
詩
集
、
さ
ら
に
服
部
南
郭
と
高
野
蘭
亭
な
ど
専
門
詩
人
と
詩
社
の
出
現
を
具
体
的
に
分
析

し
、
徂
徠
学
派
の
文
学
の
全
貌
を
描
き
出
し
た
。
し
か
も
、
日
野
氏
は
、
徂
徠
学
派
の
文
学
と
狂
歌
・
戯
作
・
読
本
な
ど
の
江
戸
文
学
と
の
つ
な
が
り
を
も
明
ら

か
に
し
て
い
る
（『
江
戸
の
儒
学　

日
野
龍
夫
著
作
集
』
第
一
巻
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
五
年
）
を
参
照
）。
こ
れ
ら
は
氏
の
徂
徠
論
が
果
た
し
た
重
要
な
貢
献

で
あ
る
。
た
だ
、
も
と
も
と
漢
文
脈
に
お
け
る
﹁
文
学
﹂
は
政
治
の
実
践
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
う
し
た
近
代
文
学
の
投
影
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
儒
学
か
ら

文
学
が
独
立
す
る
と
い
う
古
文
辞
学
の
捉
え
方
で
は
、「
文
学
」
と
し
て
の
「
古
文
辞
学
」
と
政
治
営
為
と
の
関
連
が
見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

（
3
）　

齋
藤
希
史
『
漢
文
脈
と
近
代
日
本

─
も
う
一
つ
の
こ
と
ば
の
世
界
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
七
年
）、
一
三
五
頁
─
一
四
一
頁
を
参
照
。 

（
4
）　

秋
元
澹
園
編
、『
問
槎
畸
賞
』（『
問
槎
二
種
』
所
収
本
、
一
七
一
二
年
）
上
卷
、
二
〇
丁
表
。

（
5
）　

い
わ
ゆ
る
「
白
雪
」
の
源
流
は
『
楚
辞
』
に
収
録
さ
れ
た
宋
玉
の
「
対
楚
王
問
」
の
は
ず
で
、
高
雅
の
歌
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
李
攀
龍
を
始
め
と
し
て

明
代
古
文
辞
派
の
愛
用
語
で
あ
る
。

（
6
）　

王
世
貞
『
弇
州
四
部
稿　

四
庫
明
人
文
集
叢
刊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
第
三
冊
、
一
四
四
巻
、
四
〇
三
頁
（
以
下
、『
四
部
稿
』
と
略
称
）。

ま
た
、
王
世
貞
は
「
復
將
飄
零
鬭
白
雪
」
と
い
う
詩
を
も
詠
ん
だ
（『
四
部
稿
』
第
一
冊
、
一
八
巻
、
二
二
八
頁
。

（
7
）　
『
徂
徠
印
譜
』（
東
北
大
学
狩
野
文
庫
所
蔵
本
）
を
参
照
。

（
8
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
藍
弘
岳
「
徳
川
前
期
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
の
受
容
と
荻
生
徂
徠
の
「
古
文
辞
学
」

─
李
・
王
関
係
著
作
の
将
来
と
荻
生
徂
徠
詩
文

論
の
展
開

─
」（『
日
本
漢
文
学
研
究
』
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。

（
9
）　

徂
徠
と
そ
の
弟
子
た
ち
は
そ
の
文
集
に
、
よ
く
「
吾
党
の
士
」
と
称
し
、
あ
る
種
の
文
学
党
派
の
意
識
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
本
稿
は
そ
の
「
党
」
を

「
徂
徠
学
派
」
と
捉
え
て
議
論
を
進
め
る
。

（
10
）　

日
本
文
学
史
な
い
し
日
本
思
想
史
関
係
の
著
作
に
は
、
よ
く
「
文
人
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、「
儒
者
」
と
対
立
し
て
、
私

的
文
学
空
間
に
関
わ
る
隠
逸
性
や
反
俗
性
な
ど
の
性
格
の
人
を
指
す
表
現
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、
中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集　

十
一
卷
』
中
央

公
論
社
、
一
九
八
二
年
、
三
五
七
頁
、
三
七
五
─
三
七
八
頁
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、「
文
人
」
よ
り
も
、
朝
鮮
通
信
使
と
徳
川
時
代
の
日
本
知
識
人
が

共
に
使
用
し
て
い
た
「
文
士
」
と
い
う
表
現
を
使
う
（
例
え
ば
、『
徂
徠
集　

近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
巻
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
、
一
〇
三
頁
、
及
び

申
維
翰
『
海
游
録　

海
行
摠
載
第
一
』
朝
鮮
古
書
刊
行
会
、
一
九
一
四
年
）、
三
三
九
頁
な
ど
）。
実
際
、
朝
鮮
使
節
団
に
参
加
す
る
人
々
は
み
な
文
才
を
持
つ
人

で
は
な
い
し
、
使
節
団
に
詩
を
乞
う
者
の
多
く
も
そ
れ
ほ
ど
詩
文
を
作
る
才
能
を
持
つ
人
間
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
本
稿
の
検
討
す
る
範
囲

は
文
才
を
持
つ
使
節
と
徳
川
日
本
の
知
識
人
に
限
定
す
る
。

（
11
）　

徂
徠
は
、「
聖
人
用
教
之
邦
而
鞠
為
胡
土
、
文
之
與
時
乎
、
闇
芴
幾
乎
熄
。
其
衰
也
若
斯
。
其
甚
矣
乎
。
夫
有
低
必
昂
、
詘
乎
彼
伸
乎
此
。
…
…
不
過
十
年
文

其
將
大
萃
於
吾
東
方
耶
」（「
二
火
弁
妄
編
序
」『
徂
徠
集
』
八
巻
、
八
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
12
）　

滝
鶴
台
『
長
門
癸
甲
問
槎
』（
内
閣
文
庫
蔵
長
門
明
倫
館
刊
本
、
一
七
六
五
年
）、
巻
下
。

（
13
）　

申
維
翰
は
﹁
周
公
我
師
、
孔
孟
我
儀
、
洛
閩
我
先
導
、
是
我
亦
中
国
人
也
。
…
…
使
吾
而
詩
書
中
国
、
衣
帶
中
国
、
泱
泱
乎
大
風
也
者
、
自
箕
聖
之
東
封
肇

焉
。
與
我
明　

高
皇
帝
光
天
之
寵
未
衰
。
中
国
有
聖
人
、
礼
楽
征
伐
自
天
子
出
。
不
然
者
、
天
下
以
春
秋
之
柄
、
不
與
中
国
而
與
東
方
也
。
章
章
哉
﹂（「
送
李
東
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望
之
燕
序
」『
青
泉
集　

標
點
影
印
韓
国
文
集
叢
刊
二
〇
〇
』
民
族
文
化
推
進
会
、
一
九
九
九
年
、
四
巻
、
二
九
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
14
）　

申
維
翰
は
「
不
以
文
用
人
、
亦
不
以
文
為
公
事
」（「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
録
』、
三
四
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、『
海
游
録
』
に
は
少
な
く
と
も
二
つ

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
る
。
一
つ
は
『
通
文
館
志
』
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
『
海
行
摠
載
』
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
後
者
の
内
容
は
比
較
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
よ
く
利
用
さ
れ
る
東
洋
文
庫
の
版
は
後
者
に
基
づ
い
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
原
文
と
比
べ
れ
ば
、
編
者
の
取
捨
が
あ
る
。
主
と
し
て
漢

詩
と
「
附
聞
見
雑
録
」
に
お
け
る
編
者
姜
在
彦
が
重
複
し
て
い
る
と
判
断
し
た
部
分
（
李
元
植
『
朝
鮮
通
信
使
の
研
究
』
思
文
閣
、
一
九
九
七
年
、
一
二
頁
を
参

照
）。

（
15
）　

徂
徠
は
「
学
校
者
治
之
本
也
、
儒
者
之
事
也
」（「
県
先
生
八
十
序
」、『
徂
徠
集
』
九
巻
、
九
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
16
）　

徂
徠
は
「
故
當
今
之
世
、
文
士
之
用
其
材
亡
已
乎
、
則
外
交
耳
」（「
贈
対
書
記
雨
伯
陽
敘
」『
徂
徠
集
』
十
巻
、
一
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
17
）　

徂
徠
「
贈
対
書
記
雨
伯
陽
敘
」『
徂
徠
集
』
十
巻
、
一
〇
三
頁
。

（
18
）　

申
維
翰
「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
錄
』、
三
三
九
頁
。

（
19
）　

山
県
周
南
「
送
萬
倉
国
子
使
東
都
序
」（『
周
南
先
生
文
集
』
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）、
巻
之
五
、
二
丁
裏
。 

（
20
）　

朝
鮮
通
信
使
と
日
本
文
士
と
の
間
の
筆
談
、
唱
和
に
関
す
る
研
究
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
ほ
ど
多
い
。
本
稿
に
と
っ
て
、
李
元
植
の
『
朝
鮮
通
信
使
の
研

究
』
は
最
も
基
礎
的
な
研
究
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
議
論
に
関
連
す
る
論
考
と
し
て
、
多
田
正
知
「
蘐
園
学
派
と
韓
客
」（『
漢
学
会
雑
誌
』
第
四
巻
第

一
号
、
一
九
三
六
年
）
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
第
八
回
か
ら
第
一
一
回
ま
で
の
朝
鮮
通
信
使
と
徂
徠
学
派
と
の
交
渉
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
の
で
、
大
い
に
參

考
に
な
る
が
、
本
稿
と
の
問
題
意
識
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
夫
馬
進
教
授
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
（「
朝
鮮
通
信
使
に
よ
る
日
本
古
学
の
認
識

─

朝
鮮
燕
行
使
に
よ
る
清
朝
漢
学
の
把
握
を
視
野
に
入
れ
」『
思
想
』
九
八
一
号
、
二
〇
〇
六
年
、「
一
七
六
四
年
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
の
徂
徠
学
」『
史
林
』
八
九

（
五
）、
二
〇
〇
六
年
な
ど
）。
夫
馬
教
授
は
朝
鮮
通
信
使
と
燕
行
使
と
の
関
係
に
注
意
し
て
、
日
本
の
「
古
学
」
を
清
朝
の
「
漢
学
」（
清
朝
考
証
学
）
に
類
似
す

る
学
問
と
理
解
し
た
上
で
、
主
に
経
学
の
視
点
か
ら
十
八
世
紀
に
お
け
る
朝
鮮
通
信
使
と
日
本
儒
者
と
の
交
流
、
及
び
通
信
使
の
「
古
学
」
認
識
な
ど
を
検
討
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
夫
馬
教
授
が
立
ち
入
っ
て
検
討
し
な
か
っ
た
徂
徠
学
派
の
文
学
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
い
る
。
な
お
、
張
伯
偉
教
授
は
「
漢
文
学
史

上
の
一
七
六
四
年
」（『
風
起
雲
揚
︰
首
屆
南
京
大
学
域
外
漢
籍
研
究
国
際
学
術
研
討
会
論
文
集
』
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
、
八
五
─
一
二
〇
頁
）
と
い
う
論
考

を
発
表
し
た
。
こ
の
論
文
は
本
稿
と
同
じ
く
漢
文
学
史
の
視
角
か
ら
日
本
文
士
と
通
信
使
と
の
競
争
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
張
教
授
が
取
り
扱
っ
た
対
象

は
主
と
し
て
一
七
六
四
年
度
の
甲
申
通
信
使
節
で
あ
る
。
し
か
も
、
張
論
文
の
核
心
論
点
は
甲
申
通
信
使
節
の
日
本
文
士
に
対
す
る
高
い
評
価
は
朝
鮮
文
壇
の
日

本
文
学
に
対
す
る
見
方
の
変
化
に
つ
な
が
り
、
ま
た
彼
ら
の
清
代
文
学
の
価
値
に
対
す
る
認
識
に
も
連
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夫
馬
教
授
と

張
教
授
は
同
じ
く
、
清
朝
中
国
の
学
問
に
対
す
る
認
識
と
い
う
関
連
で
、
議
論
を
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
本
稿
は
、
日
本
に
お
け
る
「
古
文
辞
学
」
の
展
開
と

い
う
視
点
か
ら
議
論
を
進
め
る
。

（
21
）　

吉
川
幸
次
郎
﹁
徂
徠
学
案
﹂（『
日
本
思
想
大
系
36　

荻
生
徂
徠
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
七
〇
三
頁
を
参
照
。

（
22
）　

鄭
英
実
「
朝
鮮
後
期
知
識
人
と
新
井
白
石
像
の
形
成
─
使
行
録
を
中
心
に
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
涉
研
究
』
四
、
二
〇
一
一
年
）、
七
九
─
九
五
頁
を
参
照
。

（
23
）　

荻
生
徂
徠
「
與
県
次
公
四
」『
徂
徠
集
』
二
十
一
巻
、
二
三
三
頁
、
及
び
「
與
江
若
水
四
」『
徂
徠
集
』
二
十
六
巻
、
二
七
五
頁
。
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（
24
）　
『
七
家
唱
和
集
』
に
収
録
さ
れ
た
七
人
の
詩
集
は
、
室
鳩
巢
『
朝
鮮
客
館
詩
文
稿
』、
三
宅
観
瀾
『
支
機
閒
談
』、
木
下
菊
潭
『
班
荊
集
』、
服
部
寛
斎
『
桑
韓
唱

酬
集
』、
雨
森
芳
洲
『
賓
館
結
貯
集
』、
土
肥
霞
洲
『
桑
韓
唱
和
集
』、
祇
園
南
海
『
正
徳
和
韓
集
』
で
あ
る
。

（
25
）　

杉
田
昌
彦
「『
問
槎
畸
賞
』
の
序
跋
に
つ
い
て
」（『
季
刊
日
本
思
想
史
』
四
九
号
、
一
九
九
六
年
）、
七
七
頁
。
本
稿
で
使
用
す
る
版
本
は
国
立
公
文
書
館
内
閣

文
庫
所
蔵
本
で
あ
る
。

（
26
）　

荻
生
徂
徠
「
與
県
次
公
4
」『
徂
徠
集
』
二
十
一
巻
、
二
二
三
頁
。

（
27
）　

荻
生
徂
徠
「
與
県
次
公
5
」『
徂
徠
集
』
二
十
一
巻
、
二
二
四
頁
。

（
28
）　

荻
生
徂
徠
「
春
日
懐
次
公
2
」『
徂
徠
集
』
三
巻
、
三
三
頁
。

（
29
）　

荻
生
徂
徠
は
「
亦
置
諸
盛
唐
中
、
雖
有
巨
眼
、
不
復
易
辨
識
矣
」（「
與
県
次
公
5
」『
徂
徠
集
』
二
十
一
巻
、
二
二
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
30
）　

徂
徠
は
『
問
槎
畸
賞
』
の
篇
首
に
、「
予
嚮
所
謂
芙
蓉
白
雪
之
色
、
自
堪
遠
人
起
敬
已
。
…
…
假
使
謫
仙
來
此
、
將
謂
晁
卿
尚
在
」（
上
巻
、
二
丁
裏
）
と
述
べ

て
い
る
。

（
31
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
三
丁
表
。

（
32
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
三
丁
表
。

（
33
）　

徂
徠
は
「
似
工
却
醜
如
宋
人
、
面
目
可
憎
」（『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
九
丁
裏
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
34
）　

同
上
。

（
35
）　
「
附
県
生
答
徠
翁
書
」『
問
槎
畸
賞
』
下
巻
、
二
八
丁
裏
。

（
36
）　
「
濯
纓
滄
海
扶
乘
諸
、
冠
冕
近
天
多
瑞
暉
。
紫
気
東
南
星
宿
指
、
浮
雲
西
北
帝
郷
歸
。
大
才
司
馬
堪
辞
命
、
経
術
寛
饒
布
徳
威
。
遥
憶
平
台
分
簡
日
、
遠
遊
雄

賦
和
章
稀
」。

（
37
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
一
二
丁
表
。

（
38
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
一
二
丁
裏
。

（
39
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
一
三
裏
。

（
40
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
一
九
丁
表
。

（
41
）　

安
藤
東
野
も
正
徳
度
の
朝
鮮
通
信
使
と
詩
文
を
唱
和
し
て
い
た
。
彼
の
詩
に
対
し
て
、
徂
徠
も
よ
く
「
元
美
妙
句
」
と
評
し
て
い
る
（『
問
槎
畸
賞
』
中
巻
、

五
丁
）。

（
42
）　
『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
五
丁
。

（
43
）　

同
上
。

（
44
）　

周
南
は
「
奉
呈
芳
洲
詞
伯
二
首
」
に
、「
錦
里
文
壇
気
似
虹
、
相
望
諸
子
悉
英
雄
、
即
今
隆
運
光
華
遠
、
振
起
東
方
大
雅
風
」
と
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
注
に
は

「
木
下
順
庵
嘗
稱
錦
里
」
と
あ
る
（『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
二
六
丁
表
）。

（
45
）　

杉
田
昌
彦
「『
問
槎
畸
賞
』
の
序
跋
に
つ
い
て
」、
八
六
頁
。
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（
46
）　

徂
徠
は
「
後
來
迺
欲
以
文
勝
之
、
則
輙
抜
八
道
之
粹
、
從
聘
使
東
來
、
猶
且
不
能
勝
足
下
而
上
之
」（「
徠
翁
答
江
生
書
」『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
三
五
─
三
六

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
47
）　

徂
徠
は
「
韓
北
接
匈
奴
、
西
連
壌
華
夏
、
其
介
乎
二
大
国
、
猶
之
春
秋
鄭
乎
。
鄭
以
辞
命
、
韓
亦
以
辞
命
、
其
人
嫺
於
文
也
」（「
贈
書
記
雨
伯
陽
敘
」『
徂
徠

集
』
十
巻
、
一
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
48
）　

徂
徠
は
「
晁
卿
之
雄
與
謫
仙
摩
詰
相
頡
頏
、
距
未
千
歳
、
迺
至
憚
此
輩
、
為
何
其
衰
也
」（「
徠
翁
答
江
生
書
」『
問
槎
畸
賞
』
上
巻
、
三
五
丁
表
）
と
嘆
い
て

い
る
。

（
49
）　
『
大
系
朝
鮮
通
信
使
・
第
四
巻
』（
辛
基
秀
、
仲
尾
宏
編
、
明
石
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
一
〇
三
頁
。

（
50
）　

荻
生
徂
徠
「
與
県
次
公
2
」『
徂
徠
集
補
遺
』、
四
〇
七
頁
。

（
51
）　
『
徂
徠
集
稿
』（
慶
應
義
塾
大
学
圖
書
館
所
蔵
本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
52
）　

こ
れ
に
つ
い
て
、
高
橋
博
巳
「
尾
張
の
詩
人
木
下
蘭
皐
」（『
金
城
学
院
大
学
論
集
国
文
学
編
』
三
〇
号
、
一
九
八
八
年
）、
二
三
頁
を
参
照
。

（
53
）　
『
客
館
璀
粲
集
』（
木
下
蘭
皐
編
、
内
閣
文
庫
所
収
の
昌
平
坂
学
問
所
蔵
本
、
一
七
二
〇
年
）
後
篇
、
一
〇
丁
表
と
一
〇
丁
裏
。 

（
54
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
後
篇
、
一
一
丁
裏
、
一
二
丁
表
。

（
55
）　

申
維
翰
『
青
泉
集　

標
點
影
印
韓
国
文
集
叢
刊
二
〇
〇
』、
二
一
五
─
二
一
七
頁
。
な
お
、
朝
鮮
に
お
け
る
明
代
古
文
辞
派
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
、
多
田
正

知
「
蘐
園
学
派
と
韓
客
」、
五
一
頁
─
五
七
頁
な
ど
を
参
照
。

（
56
）　

多
田
正
知
「
蘐
園
学
派
と
韓
客
」、
五
三
頁
。

（
57
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
後
篇
、
一
三
丁
表
。

（
58
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
前
篇
、
五
丁
裏
。
な
お
、
同
文
に
よ
れ
ば
、
木
下
蘭
皐
は
岡
島
冠
山
か
ら
漢
語
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
。

（
59
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
前
篇
、
二
丁
表
、「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
録
』、
三
四
三
頁
。

（
60
）　

申
維
翰
「
玉
壺
詩
稿
序
」『
玉
壺
詩
稿
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）。
ち
な
み
に
、
徂
徠
学
派
文
士
は
尾
張
で
、
蘭
皐
の
ほ
か
に
、
朝
比
奈
文
淵
も

通
信
使
と
筆
談
、
唱
和
を
し
た
。
ま
た
、『
蓬
島
遺
珠
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
を
利
用
）
を
著
し
た
。
文
淵
は
同
じ
く
、
申
維
翰
と
の
筆
談
に
お
い

て
、
岡
島
冠
山
に
つ
い
て
、
唐
語
を
学
ぶ
こ
と
を
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
木
下
蘭
皐
と
朝
比
奈
文
淵
に
と
っ
て
、「
唐
語
」（「
華
言
」）
で
通
信
使
と
会

話
を
試
み
た
こ
と
は
人
生
の
中
で
特
別
に
記
載
す
べ
き
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、『
尾
張
名
家
誌
初
編
』
に
は
こ
の
二
人
に
「
華
言
」
で

通
信
使
を
接
待
し
た
事
績
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
高
橋
博
巳
「
尾
張
の
詩
人
木
下
蘭
皐
」、
二
四
頁
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
岡
山
冠
山
と
申
維

翰
ら
と
の
筆
談
、
唱
和
は
『
朝
鮮
対
詩
集
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
唱
和
詩
に
は
朝
比
奈
文
淵
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
61
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
後
篇
、
一
三
丁
表
。

（
62
）　

申
維
翰
は
﹁
国
中
書
籍
自
我
国
而
往
者
、
以
百
数
。
自
南
京
海
賈
而
來
者
以
千
数
。
古
今
異
書
百
家
文
集
、
刊
行
於
闤
闠
者
、
視
我
国
不
啻
十
倍
。
彼
其
好
文

者
、
以
本
品
聰
敏
之
性
、
無
科
挙
剽
竊
之
累
、
而
熟
習
専
領
。
窮
極
其
功
、
如
蠧
魚
食
字
而
眼
明
、
所
以
吐
論
古
事
、
評
隲
能
否
、
有
曰
如
此
者
為
漢
、
如
此
者

為
唐
為
宋
云
爾
。
則
所
見
之
的
確
、
或
庶
幾
於
能
言
之
士
、
而
使
之
歌
行
律
語
、
即
平
仄
多
乖
、
趣
味
全
喪
失
。
為
我
国
三
尺
童
子
所
聞
而
笑
者
。
使
之
為
序
記
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序
雜
文
。
則
亦
盲
蛇
走
蘆
田
、
法
度
與
詞
気
無
一
可
観
。
是
豈
人
才
有
定
限
而
然
哉
。
其
土
風
與
政
教
有
以
拘
之
也
﹂（「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
録
』、
三
四
二
─

三
四
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
63
）　

申
維
翰
は
『
海
游
録
』
に
、
木
下
蘭
皐
と
朝
比
奈
文
淵
以
外
、
徂
徠
学
派
周
辺
の
文
士
た
る
入
江
若
水
の
詩
に
対
し
て
、「
差
有
小
致
」（
二
五
一
頁
）
と
評
し

て
い
る
。
た
だ
し
荻
生
徂
徠
と
太
宰
春
台
な
ど
ほ
か
の
重
要
の
代
表
人
物
を
言
及
し
な
か
っ
た
。

（
64
）　

申
維
翰
「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
録
』、
三
四
三
頁
。

（
65
）　
『
客
館
璀
粲
集
』
後
篇
、
一
四
丁
表
。
ま
た
、
蘭
皐
と
同
じ
く
徂
徠
学
派
の
一
員
に
数
え
ら
れ
る
朝
比
奈
文
淵
は
通
信
使
と
の
筆
談
で
も
、「
詩
学
唯
在
盛
唐
、

而
中
晩
不
敢
取
。
況
宋
朝
乎
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
比
奈
文
淵
は
「
蘇
黃
」
を
「
外
道
」
と
貶
め
て
、
荻
生
徂
徠
に
師
事
し
た
こ
と
を
表
明
し
て
い
る

（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
蓬
島
遺
珠
』
前
篇
を
参
照
）。

（
66
）　

申
維
翰
「
附
聞
見
雑
録
」『
海
游
録
』、
三
四
三
─
三
四
四
頁
。

（
67
）　

荻
生
徂
徠
「
贈
朝
鮮
使
者
序
」（『
徂
徠
集
稿
』）
を
参
照
。

（
68
）　

太
宰
春
台
『
信
陽
山
人
韓
館
倡
和
稿
』（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
収
の
写
本
、
天
明
四
年
夏
五
月
南
畝
子
〔
大
田
南
畝
）
が
息
偃
館
に
写
す
バ
ー
ジ
ョ

ン
）。
な
お
、
こ
の
唱
和
稿
を
検
討
し
た
先
行
研
究
と
し
て
、
小
島
康
敬
「
太
宰
春
台
と
朝
鮮
通
信
使

─
『
韓
館
倡
和
稿
』
を
題
材
と
し
て
」（『
国
文
学

─

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
四
十
六
巻
七
号
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
る
。

（
69
）　

春
台
は
「
故
春
秋
時
朝
会
燕
享
賦
詩
者
、
率
誦
雅
頌
之
言
而
已
、
今
縱
不
然
、
豈
以
多
為
尚
哉
、
則
亦
何
取
於
捷
給
乎
。
此
特
闘
技
者
比
賓
傷
楽
之
和
、
非
礼

之
意
也
」（「
奉
送
朝
鮮
製
述
青
泉
申
公
序
」（『
信
陽
山
人
韓
館
倡
和
稿
』）
と
述
べ
て
い
る
。

（
70
）　

太
宰
春
台
「
奉
送
朝
鮮
從
事
記
室
菊
溪
張
公
序
」（『
信
陽
山
人
韓
館
倡
和
稿
』）
を
参
照
。

（
71
）　

春
台
は
﹁
是
則
中
州
與
我
所
異
者
俗
習
而
已
、
言
語
文
字
皆
学
之
可
能
。
天
之
未
喪
斯
文
也
、
仲
尼
不
我
欺
也
。
其
或
移
風
易
俗
、
使
斯
民
為
三
代
之
民
則
有

先
王
礼
楽
在
焉
、
亦
何
難
之
有
哉
﹂（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
72
）　

荻
生
徂
徠
「
贈
朝
鮮
使
者
序
」
を
参
照
。

（
73
）　
『
長
門
戊
辰
問
槎
』（
萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
本
）
巻
上
、
一
七
丁
裏
─
一
八
丁
裏
。

（
74
）　

同
上
、
巻
上
、
一
二
丁
表
。

（
75
）　

同
上
、
巻
上
、
一
二
丁
裏
。

（
76
）　

山
根
華
陽
『
華
陽
先
生
文
集
』（
萩
市
立
萩
図
書
館
所
蔵
本
）、
巻
之
六
、
一
丁
裏
。

（
77
）　
『
長
門
戊
辰
問
槎
』
巻
上
、
一
四
丁
表
。

（
78
）　

同
上
、
巻
上
、
一
七
丁
表
。

（
79
）　

同
上
、
巻
上
、
二
一
表
。

（
80
）　

松
崎
観
海
「
初
見
筆
語
」（『
来
庭
集
』
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本
）。

（
81
）　

松
崎
観
海
「
再
見
筆
語
」、
同
上
。
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（
82
）　

荻
生
徂
徠
『
弁
名
』（『
荻
生
徂
徠　

日
本
思
想
大
系
36
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）、
一
〇
八
頁
。

（
83
）　

松
崎
観
海
は
「
然
自
非
親
得
聖
人
而
師
之
、
則
不
得
不
由
六
経
以
明
道
、
六
経
皆
古
書
、
古
今
書
異
辞
、
…
…
故
後
世
之
士
必
見
修
古
文
辞
而
後
始
能
通
古

言
」（﹁
與
李
済
菴
書
﹂『
来
庭
集
』）
と
述
べ
て
い
る
。

（
84
）　

夫
馬
進
、
前
掲
論
文
、
一
三
─
一
八
頁
。

（
85
）　

山
根
は
﹁
余
今
覯
韓
使
四
修
聘
也
。
閲
其
所
唱
酬
者
、
辛
卯
幕
中
李
東
郭
已
超
乘
矣
。
爾
後
此
行
、
南
秋
月
成
龍
淵
亦
為
巨
擘
焉
。
然
而
皆
操
其
土
風
、
蘇
黄

末
派
之
雄
耳
。
…
…
蓋
韓
土
取
士
之
法
一
因
明
制
、
廷
試
専
用
濂
洛
之
経
義
、
主
張
性
理
以
遺
礼
楽
、
故
文
唯
主
達
意
而
修
辞
之
道
廃
矣
。
宜
乎
弗
能
知
古
文
辞

之
妙
而
列
作
者
之
林
也
﹂（『
長
門
癸
甲
問
槎
』、
巻
一
、
一
丁
表
─
二
丁
表
）
と
述
べ
て
い
る
。　

（
86
）　

同
上
、
巻
一
、
八
丁
表
。

（
87
）　

同
上
、
巻
一
、
八
丁
裏
。

（
88
）　

滝
鶴
台
は
「
而
其
国
各
有
其
国
之
道
」（
同
上
、
巻
一
、
二
四
丁
裏
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
89
）　

同
上
、
巻
一
、
二
四
丁
表
─
二
五
丁
表
。

（
90
）　

同
上
、
巻
一
、
二
六
丁
表
─
二
八
丁
表
。

（
91
）　

同
上
、
巻
二
、
一
二
丁
裏
。

（
92
）　

同
上
、
巻
二
、
一
三
丁
表
─
一
四
丁
裏
。

（
93
）　

成
龍
淵
は
「
茂
卿
之
誤
人
正
坐
在
才
太
高
、
辨
太
快
、
識
太
奇
、
而
其
文
華
力
量
実
有
不
可
遽
斥
絶
者
。
…
…
其
学
術
終
不
可
與
入
堯
舜
之
道
而
其
文
甚
煒

燁
，
有
不
可
磨
滅
之
気
」（
、
同
上
、
巻
二
、
一
四
丁
裏
─
一
五
丁
表
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
94
）　

同
上
、
巻
二
、
一
三
丁
裏
─
一
四
丁
表
。

（
95
）　

同
上
、
巻
二
、
一
五
丁
。

（
96
）　

同
上
、
巻
二
、
一
五
丁
裏
─
一
六
丁
表
。

（
97
）　

同
上
、
巻
二
、
一
六
丁
表
。

（
98
）　

山
県
周
南
「
親
族
正
名
叙
」（『
周
南
先
生
文
集
』）
巻
之
五
、
八
丁
表
。
ほ
か
に
は
、
巻
之
七
、
神
祖
御
殿
記
』、
一
丁
裏
。

（
99
）　

服
部
南
郭
、「
送
矢
子
復
序
」（『
南
郭
先
生
文
集　

近
世
儒
家
文
集
集
成
第
七
巻
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
年
）、
一
六
四
頁
。

（
100
）　

松
崎
観
海
「
再
見
筆
語
」『
来
庭
集
』。

（
101
）　

渡
辺
浩
『
日
本
政
治
思
想
史
［
十
七
世
紀
～
十
九
世
紀
］』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）、
二
〇
六
─
二
〇
八
頁
。

（
102
）　

元
重
挙
『
乗
槎
録
』（
高
麗
大
学
図
書
館
所
蔵
本
）
巻
四
、
甲
申
六
月
十
八
日
条
。　

（
103
）　

李
徳
懋
『
蜻
蛉
国
志
』（『
青
荘
館
全
書
巻
六
十
四　

標
點
影
印
韓
国
文
集
叢
刊
二
五
九
』
民
族
文
化
推
進
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
一
六
二
頁
。
な
お
、
李
氏
は

北
学
派
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。
彼
の
日
本
認
識
は
彼
の
友
人
で
宝
暦
度
の
朝
鮮
通
信
使
で
も
あ
っ
た
元
重
挙
と
成
龍
淵
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
（
河
宇
鳳

『
朝
鮮
実
学
者
の
見
た
近
世
日
本
』
井
上
厚
史
訳
、
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
一
年
、
一
八
二
頁
）。
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（
104
）　

夫
馬
進
と
張
伯
偉
の
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
105
）　

元
重
挙
は
「
故
愚
嘗
謂
長
崎
貨
書
固
是
清
人
之
市
利
而
繋
日
本
文
明
之
運
也
」（『
和
国
志
栖
碧
外
史
海
外
蒐
佚
本
30
』
巻
之
一
、「
中
国
通
史
征
伐
」、
一
七
二

頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
李
徳
懋 『
蜻
蛉
国
志
』、
一
六
二
頁
と
、
朴
斉
家
『
北
学
議
』
外
篇
、「
通
江
南
浙
江
商
舶
議
」
な
ど
を
も
参
照
。

〔
附
記
〕　

本
稿
は
、
住
友
財
団
二
〇
一
一
年
度
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
日
本
関
連
研
究
助
成
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

・
荻
生
徂
徠　

・
朝
鮮
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信
使　

・
古
文
辞
学　

・
筆
談　

・
唱
和


